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「化学教室 2012」発行にあたって	 

	 

	 本年度は新「化学科」の初めての 4 回生が研究室に配属され、43 名が日々特別研究に励

みました。昨年度大幅に再編した 3 回生の学生実験も滞りなく実施され、化学実験 IV での

プレゼンテーションでは学生実験の集大成に相応しい、素晴らしい発表が披露されました。	 

大学院では(社)日本化学工業協会の「化学人材育成プログラム」の支援を受け、後期博

士課程在籍者に対する新カリキュラムおよび就職支援が始動しました。「特別指導論」、「学

術交流研究」、「学際的プランナー養成プログラム」の３つの科目を新設しましたが、特別

指導論では 5 名の学生が高等学校に派遣され、高校化学グランドコンテストに向けて高校

生の研究指導を行いました。また、体系的・国際的・領域横断的な講義・ゼミナール・国

際会議・海外派遣などが提供・実施されるなど、次世代の物質分子系人材育成の着実な歩

みを進めています。	 

	 高大連携・地域貢献の取り組みとして市大授業、化学セミナー、オープンキャンパスで

の体験学習、理科セミナー、研究室見学、理数講座などの出前授業などを実施しました。

化学科が主体となって取り組んでいる「高校化学グランドコンテスト」も本年から独自ド

メイン（www.gracon.jp）によるホームページを開設し、大阪府立大学・読売新聞大阪本社

との共催、そして学務企画課地域貢献担当によるサポートを受けて盛大に開催されました。

第 9 回はこれまでで最大の 44 校から、59 課題の応募がありました。会場では、高校生らの

真剣かつ熱心な発表と討論がくりひろげられるなど、本年も「化学の甲子園」と呼ばれる

のに相応しい盛り上がりを見せました。	 

	 「化学教室 2012」は大阪市立大学理学部化学科の教育・研究を網羅する年次活動を「化

学教室 XXXX」としてまとめたものです。自らの活動を客観的に検証することで、教育・研

究のさらなる発展と中長期的な方向性を見出す資料として活用できればと願っています。

皆様方にはご高覧いただき、理学部化学科の教育・研究活動に関して、ご助言を賜ること

ができれば幸いです。	 

	 

2013 年 3 月	 

大阪市立大学院理学研究科・理学部	 

平成 24 年度	 化学科主任	 森本善樹	 

平成 24 年度	 物質分子系専攻主任	 八ッ橋知幸	 
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ⅠⅠ．．化化学学教教室室のの構構成成とと教教育育  
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化化学学科科のの構構成成	 	 （（平平成成２２５５年年３３月月３３１１日日））  
 
 
物物理理化化学学講講座座	 	 

	 量子機能物質学	 教授	 手木	 芳男	 准教授	 寺岡	 淳二	 

	 	 准教授	 吉野	 治一	 

	 分子物理化学	 教授	 佐藤	 和信	 准教授	 塩見	 大輔	 

	 	 講師	 豊田	 和男	 

	 構造生物化学	 教授	 神谷	 信夫	 准教授	 宮原	 郁子	 

	 光物理化学	 教授	 八ッ橋	 知幸	 准教授	 松下	 叔夫	 

	 

	 

有有機機化化学学講講座座	 	 

	 分子変換学	 教授	 大船	 泰史	 教授	 品田	 哲郎	 

	 	 准教授	 坂口	 和彦	 

	 生体物質学	 教授	 飯尾	 英夫	 准教授	 臼杵	 克之助	 

	 合成有機化学	 教授	 森本	 善樹	 講師	 舘	 祥光	 

	 物性有機化学	 教授	 岡田	 惠次	 准教授	 小嵜	 正敏	 

	 	 講師	 鈴木	 修一	 

	 

	 

無無機機化化学学講講座座	 	 

	 分子設計学	 教授	 木下	 勇	 准教授	 西岡	 孝訓	 

	 	 准教授	 廣津 昌和	 
	 機能化学	 教授	 篠田	 哲史	 准教授	 土江	 秀和	 

	 	 准教授	 三宅	 弘之	 

	 錯体化学	 教授	 中沢	 浩	 講師	 板崎	 真澄	 

	 

	 

	 

	 

人人事事異異動動  
 

平成２４年１２月９日 名誉教授 築部 浩 (逝去) 
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平平成成２２４４年年度度	 	 カカリリキキュュララムム	 	 
	 	 

	 	 

学学部部講講義義	 	 

	 	 

（全学共通科目）1)	 

（化学科専門教育科目）	 

 
 
 



5 

大大学学院院講講義義	 	 

（物質分子系専攻前期博士課程授業科目）	 

創成分子科学分野

機能分子科学分野

基幹科目：	 

基盤科目：	 

分野専門科目（特別講義）

· ·
· ·
· ·
· ·

	 	 	 

学際分野科目

特別研究科目

	 

（物質分子系専攻後期博士課程授業科目）	 
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平平成成２２４４年年度度	 	 非非常常勤勤講講師師とと講講義義 , 集集中中講講義義  
	 	 

学学部部	 	 

	 

（全学共通科目）	 

総合教育科目Ｂ	 

化学の世界（Ⅰ，Ⅱ部）	 特任教授	 工位武治	 本学名誉教授	 

現代の理学Ａ（一部担当）	 特任教授	 中島信昭	 本学名誉教授	 

実験で知る自然環境と人間（一部担当）	 特任教授	 工位武治	 本学名誉教授	 

実験で知る自然環境と人間（一部担当）	 非常勤講師	 田中礼二	 元本学准教授	 

実験で知る自然環境と人間（一部担当）	 特任講師	 亀尾	 肇	 	 

実験で知る自然の世界（一部担当）	 特任教授	 工位武治	 本学名誉教授	 

実験で知る自然の世界（一部担当）	 非常勤講師	 田中礼二	 元本学准教授	 

基礎教育科目	 

入門化学（前期月 2）	 特任教授	 工位武治	 本学名誉教授	 

基礎化学実験Ⅰ（一部担当）	 特任講師	 亀尾	 肇	 

基礎化学実験Ⅱ（一部担当）	 特任教授	 工位武治	 本学名誉教授	 

基礎化学実験Ⅱ（一部担当）	 非常勤講師	 古市公彬	 元本学助教授	 

基礎有機化学（前期水 2）	 非常勤講師	 古市公彬	 元本学助教授	 

基礎有機化学Ｍ（後期火 3）	 非常勤講師	 古市公彬	 元本学助教授	 

基礎物理化学Ａ（前期水 1・後期木 3）	 非常勤講師	 麻田俊雄	 准教授	 

	 大阪府立大学総合科学部	 

基礎物理化学Ｂ（後期水 2）	 非常勤講師	 宮崎祐司	 准教授	 

	 大阪大学理学研究科	 

基礎無機化学（前期水 2）	 特任講師	 亀尾	 肇	 

基礎無機化学（前期火 4）	 非常勤講師	 福本晃造	 講師	 

	 神戸市立工業高等専門学校	 

基礎無機化学（後期水 1）	 特任教授	 市村彰男	 本学名誉教授	 

基礎分析化学（前期金 3）	 特任教授	 市村彰男	 本学名誉教授	 

（専門教育科目）	 

化学実験Ｉ（前期火 3,4、水 3、木 3,4）	 特任教授	 市村彰男	 本学名誉教授	 

分析化学１（後期金 2）	 特任教授	 市村彰男	 本学名誉教授	 

化学概論（後期火 5）	 特任教授	 工位武治	 本学名誉教授	 

	 

	 

大大学学院院	 	 

	 

探索分子化学特別講義２	 兵庫県立大学大学院生命理学研究科	 樋口	 芳樹	 教授	 

平成 24 年 6 月	 

創成無機化学特別講義２	 広島大学大学院理学研究科	 水田	 勉	 准教授	 

平成 24 年 9 月	 



 7 

機能有機化学特別講義２	 徳島文理大学薬学部	 福山	 愛保	 教授	 

平成 24 年 9 月	 

機能無機化学特別講義２	 大阪大学大学院工学研究科	 林	 高史	 教授	 

平成 24 年 12 月	 

機能物理化学特別講義２	 東京大学物性研究所	 田島	 裕之	 准教授	 

平成 24 年 10 月	 

創成有機化学特別講義２	 新潟大学大学院自然科学研究科	 長谷川	 英悦	 教授	 

平成 24 年 6 月	 

創成物理化学特別講義２	 北海道大学大学院理学研究院	 坪井	 泰之	 准教授	 

平成 24 年 5 月	 

分子制御化学特別講義２	 長崎大学院大学院工学研究科	 馬越	 啓介	 教授	 

平成 25 年 1 月	 

科学哲学	 静岡大学大学院情報学研究科	 吉田	 寛	 准教授	 

平成 24 年 11 月	 
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平平成成２２４４年年度度	 	 特特任任、、客客員員教教員員及及びび客客員員研研究究員員	 	 
	 	 

	 	 

特任教授  工位武治	 本学名誉教授 
特任教授  市村彰男 本学名誉教授 
特任教授  中島信昭 本学名誉教授 
特任講師  伊藤宏	 

特任講師  亀尾肇	 

特任講師  中澤重顕 
特任講師 丸山耕司 
特任助教 水原尚子 
	 

客員教授	 公益財団法人財・サントリー生命科学財団	 島本啓子	 

	 主幹研究員	 	 

客員教授 小嶋良種	 本学名誉教授	 

客員教授 大阪市立工業研究所 静間基博	 

客員准教授 大阪市立工業研究所 佐藤博文	 

客員准教授 ウルフラム・リサーチ・アジア・リミテッド	 丸山耕司 
客員研究員	 神戸市立工業高等専門学校講師	 福本晃造	 

客員研究員	 小野薬品工業株式会社	 東野勝人	 

客員研究員	 ウォータール大学量子コンピュータ研究所	 Robabeh D. Rahimi	 
客員研究員 (財)元興寺文化財研究所研究員 山田卓司	 

客員研究員 東北大学	 多元物質科学研究所	 助教 松岡	 秀人	 

	 

	 

平平成成２２４４年年度度	 	 博博士士研研究究員員等等	 	 
	 	 

博博士士研研究究員員	 	 

神崎祐貴	 （分子物理化学） 西田辰介 （分子物理化学） 
杉崎研司 （分子物理化学）	 Elham Hosseini （分子物理化学）	 
大江健太郎 （分子変換学） 	 

研研究究員員	 	 

河井昌裕 （合成有機化学） 寺田径子 （機能化学） 
正木深雪 （機能化学）  
研研究究補補佐佐	 	 

山田佳奈 （機能化学） 小川洸 （生体物質学） 
豊田俊 （生体物質学） 
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平成２４年度	 談話会 
 
１）2012年 4月 7日 
大阪大学大学院理学研究科	 助教	 吉成	 信人 先生 
「末端カルボキシ基をもつ金属錯体の集積化学：ナノスケール構造をい 
かに組み上げるか」 

 
２）2012年 5月 8日 
東京大学生物生産工学研究センター	 准教授	 葛山	 智久	 先生 
「微生物におけるテルペノイドの生合成」 

 
３）2012年 5月 14日 
北海道大学大学院理学研究院 准教授	 坪井	 泰之	 先生 
「プラズモン光化学：貴金属ナノ構造に基く高効率光化学とナノ粒子の光捕捉」 

 
４）2012年 5月 16日 

Indiana University, USA	 Professor, Daniel Mindiola	 先生 
「Titanium Alkylidynes. Methane Activation and Dehydrogenation of Volatile Paraffins」 

 
５）2012年 5月 25日 

University of Bonn	  Professor, Rainer Streubel	 先生 
「Addressing Bond Selective Cleavage in Oxaphosphirane Complexes」 

 
６）2012年 6月 5日 
兵庫県立大学	 教授	 樋口 芳樹	 先生 
「新規の鉄-硫黄クラスターが生み出すヒドロゲナーゼの酸素耐性機構」 

 
７）2012年 7月 19日 

The Clarendon Laboratory, Oxford University, UK	  Arzhang Ardavan	 先生 
「Quantum information processing in molecular magnets and other interesting systems」	 

 
８）2012年 7月 26日 

Institute of Physical and Theoretical Chemistry, University of Bonn、Germany 
	   Professor, Olav Schiemann	 先生 
「PELDOR: From small molecules to biomacromolecular complexes」 

 
９）2012年 9月 13日 
徳島文理大学薬学部	 教授	 福山	 愛保	 先生	 

「神経栄養因子活性天然物タアラミデインの活性と系統的合成」 
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１０）2012年 9月 27日 
新潟大学理学研究科	 教授	 長谷川	 英悦	 先生 
「電子移動によるラジカル反応経路の制御：ベンズイミダゾリンのレドックス特

性に基づく光誘起電子移動反応」 
 
１１）2012年 10月 5日 
東京大学物性研究所	 准教授	 田島	 裕之	 先生 
「励起状態を反映した磁気 抵抗･磁気光電流： 光 CELIV法からのアプローチ」 

 
１２）2012年 10月 15日 

Federal University of Minas Gerais	  Professor, Eduardo N. dos Satos	 先生 
「Adding Value to Naturally Occurring Monoterpenes and Phenylpropenoids Employing 
Transition-metal Catalyzed Reactions」 

 
１３）2012年 11月 6日 
広島大学大学院理学研究科	 教授	 水田	 勉	 先生	 	 

「架橋リン配位子を用いた多核錯体の機能開発」	 
 
１４）2012年 11月 12日 

University of Geneva, Department of Organic Chemistry, Switzerland	  
Professor, Stefan Matile	 先生 
「Synthetic Functional Systems」 

 
１５）2012年 11月 28日 
静岡大学情報学部	 准教授	 吉田	 寛	 先生 
「科学技術と社会構成主義」 

 
１６）2012年 12月 13日 
大阪大学工学研究科応用化学専攻 教授	 林	 高史	 先生	   
「ヘムタンパク質の機能制御・改変：新しい生体材料への模索」	 

 
１７）2013年 1月 7日 
長崎大学	 教授	 馬越 啓介	 先生 
「金属間相互作用により発現する白金および混合金属錯体の興味深い物性」 

 
１８）2013年 1月 16日 

Colorado State University	  Professor, R. M. Williams	 先生 
「Asymmetric Synthesis of Amino Acids: Gateway to Alkaloids and Peptides」 
 

１９）2013年 3月 8日 
本学理学研究科	  大船泰史	 先生 
「生物活性アミノ酸の有機合成と神経科学への展開」（最終講義） 
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平平成成２２４４年年度度	 	 学学部部卒卒業業生生とと卒卒業業研研究究論論文文名名
 

化化学学科科  

(A08SD002)  
 α, β- MO  

(A08SD003)  
  

* (A08SD006)  
 — 

 — 
(A08SD007)  

 Sugar-Coated N-Heterocyclic Carbene Complex Incorporated with Long Alkyl Chain 
(A08SD018)  

 -  
(A09SB025)  

 N-  
(A09SD001)  

 -NADH-  
(A09SD003)  

 B  
(A09SD004)  

 1,1ʹ-
 
(A09SD006)  

 Li ESR  
(A09SD007)  

 
 

(A09SD008)  
  

(A09SD009)  
 {o-(Ph2P)C6H4}3GeF  — M-Ge 

 — 
(A09SD010)  
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(A09SD012)  
 TPEN-Nd(III)  

(A09SD014)  
  

(A09SD015)  
 X II  

(A09SD016)  
  

(A09SD018)  
  

(A09SD019)  
 X ADPRase pH  

(A09SD020)  
  

(A09SD022)  
  

(A09SD023)  
  

(A09SD024)  
 Synthesis of Diiron Complexes Containing N,C,S-Tridentate Ligands with a Proton 

Acceptor 
(A09SD026)  

 Synthesis of High-Valent Tetramanganese Complexes Containing Xanthene-Bridged 
Schiff-Base Ligands 

(A09SD027)  
  (P(OR)R’2)  (P(OR)2R’) 

 
(A09SD028)  

  
(A09SD030)  

  
(A09SD031)  

 
 

(A09SD032)  
 Syntheses of Polyoxometalate Compounds Toward Artificial Photosynthesis 
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(A09SD036)  
  

(A09SD037)  
  

* (A09SD038)  
  

(A09SD039)  
 β, β- -α, β-  

(A09SD040)  
  

(A09SF016)  
  

(A09SS004)  
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物物質質科科学学科科  
 

(A06SC015)  
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平平成成２２４４年年度度	 	 前前期期博博士士課課程程修修了了者者とと修修士士論論文文名名	 	 

（物質分子系専攻）	 

	 

1. 石井	 翔（錯体化学研究室） 
	 高周期 14 族元素 E (E = Si, Ge, Sn) を配位原子とする 9 族遷移金属錯体の合成と 

E の電子供与能およびトランス影響の評価 
	 (Synthesis of Group 9 Transition Metal Complexes Donated by a Heavier Group 14 

Element E (E = Si, Ge, Sn): Evaluation of Electron Donating Ability and Trans Influence) 
 
2. 厳樫昌子（光物理化学研究室） 
	 ジヨードアルカンのクーロン爆発により生成した多価原子イオン間の相互作用 
	 (Interaction of Multiply Charged Atomic Ions Generated by the Coulomb Explosion of 

Diiodoalkanes) 
 

3. 岩﨑和弘（合成有機化学研究室） 
	 (+)-Lapidilectine Bの合成研究 
	 (Synthetic Studies on (+)-Lapidilectine B) 
 
4. 宇藤沙也加（構造生物化学研究室） 
	 光化学系 II膜蛋白質複合体の PsbMサブユニット欠損に伴う構造機能相関の研究 
	 (Studies on Structure-function Relationships Accompanied by the Deletion of PsbM Subunit 

in Photosystem II) 
 
5. 江崎伸之介（合成有機化学研究室） 
	 アザ三環性海洋アルカロイド (–)-レパジホルミン A の合成研究 
	 (Synthetic Studies on Azatricyclic Marine Alkaloid (–)-Lepadiformine A) 
 
6. 片山晃一（分子設計学研究室） 
	 Synthesis and Magnetic Properties of Iron and Cobalt Complexes Containing a π-Radical 

Ligand with Photo-Excited High-Spin State 
	 (光励起高スピン状態をとるπラジカルを配位子とする鉄およびコバルト錯体の合
成と磁気的性質) 

 
7. 河田	 彰（量子機能物質学研究室） 
	 ナフタルイミド-アントラセンπ共役系の光励起状態のスピンダイナミックス 
	 (Spin Dynamics in the Photo-Excited State of Naphtalimide-Anthracene π-Conjugated 

Systems) 
 

8. 川中優輔（量子機能物質学研究室） 
	 ペンタセン-安定ラジカル及び Bodipy-安定ラジカル系の電子状態と光化学的性質 

(Electronic States and Photochemical Properties of Pentacene-Stable-Radical and 
Bodipy-Stable-Radical) 
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9. 小泉智也（光物理化学研究室） 
	 一重項酸素とβ-カロテンの反応についての DFT計算 
	 (DFT Study of the Reactions between Singlet-Oxygen and β-carotene) 
 
10. 小松勇介（構造生物化学研究室） 
	 ADPR 加水分解酵素におけるプロトン移動経路の解明に向けた結晶の大型化と中性
子回折実験 
	 (Crystal enlargement of ADPRase and neutron diffraction experiments to elucidate the 

proton transfer pathway) 
 
11. 下田愛里（分子変換学研究室） 
	 金触媒を用いた 1-アリール-3-ブチン-1-オール類の環化反応による置換ナフタレン
の合成研究 
	 (Synthetic Study of Substituted Naphthalene Derivatives by Gold-catalyzed Cyclization of 

1-Arylbut-3-yn-1-ol) 
 
12. 新堂聡士（生体物質学研究室） 
	 分子シャペロン GRP78発現抑制活性を有する JBIR-06の合成研究 
	 (Synthetic Studies on JBIR-06, a Down-Regulator of Molecular Chaperone GRP78 

Expression) 
 
13. 鈴木敦子（錯体化学研究室） 
	 ターピリジン誘導体を配位子とする鉄錯体によるヒドロシランの触媒的脱水素反応 
	 (Dehydrogenative Reaction of Hydrosilane Catalyzed by Iron Complexes Bearing a 

Terpyridine Derivative) 
 
14. 竹本祐唯（分子設計学研究室） 
	 A Trial for Developing the Hybrid Artificial Photosynthesis 
	 (ハイブリッド型人工光合成システム開発の試み) 
 
15. 谷地祐介（分子物理化学研究室） 
	 キノリン骨格を有する分子スピンバスモデル分子の溶液 CW 及びパルス

ESR/ENDOR法による研究 
	 (Solution CW- and Pulsed ESR/ENDOR Studies of Nitroxide Radicals with Quinoline 

Skeletons as Models for Molecular Spin-Bus Quantum Computers) 
 
16. 張	 珣（物性有機化学研究室） 
	 白金直結型ニトロニルニトロキシド錯体の合成、構造、および性質 
	 (Synthesis, Structure, and Properties of Platinum Complexes Directly Coordinated by 

Nitronyl Nitroxide-2-ide) 
 
17. 津々美章子（物性有機化学研究室） 
	 3種のポルフィリンを含む超分子集積体の構築とその性質 
	 (Synthesis and Properties of Supramolecular Assembly with Three Kinds of Porphyrins) 
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18. 中塚祥一（物性有機化学研究室） 
	 ドナー・アクセプター二連結体の光電荷分離状態と架橋部効果 
	 (Studies on Photoinduced Charge Separation for Donor (Triphenylamine)-bridged Acceptor 

Systems and Effects of Bridges) 
 
19. 二宮美雄（物性有機化学研究室） 
	 鉄(II)錯体形成による亜鉛ポルフィリン-軸配位子結合のアロステリック抑制 
	 (Allosteric Regulation of the Ligand-binding Ability of Zn-porphyrin by Formation of Fe(II) 

Complexes) 
 
20. 早坂和将（錯体化学研究室） 
	 遷移金属錯体を用いたイソ(チオ)シアネートおよび(チオ)尿素の C=Oおよび C=S結
合切断反応 

 	 (C=O and C=S Bonds Cleavage of Iso(thio)cyanate and (Thio)urea Induced by a 
Transition Metal Complex ) 

 
21. 前田健太郎（分子変換学研究室） 
	 スクアリン酸含有アミノ酸を組み込んだ新規ペプチドアナログの合成と機能 
	 (Synthesis and Biological Study of Novel Peptide Analogs Bearing Squaric Acid-containing 

Amino Acid) 
 
22. 前田友梨（分子設計学研究室） 
	 Syntheses and Characterization of Novel Polynuclear Sulfido Complexes using 
N-Heterocyclic Carbene Platinum Units  
	 (硫黄含有 N-ヘテロ環カルベン白金錯体ユニットを利用した新規多核スルフィド錯
体の合成とその性質) 

 
23. 増田	 裕（分子設計学研究室） 
	 Syntheses and Properties of Zinc(II) and Nickel(II, III) Complexes with Tripodal Ligand, 

1-(pyridine-2-yl)-2,2-bis(pyridine-2-ylthio)ethanone  
	 (トリポッド型配位子 1-(ピリジン-2-イル)-2,2-ビス(ピリジン-2-イルチオ)エタノンを
もつ亜鉛(II)錯体とニッケル(II, III)錯体の合成と性質) 

 
24. 三谷	 光（合成有機化学研究室） 
	 Nitropyrrolin類の合成研究 
	 (Synthetic Studies on Nitropyrrolins) 
 
25. 村上恵理（光物理化学研究室） 
	 メタロセンからの多価金属イオンの生成 
	 (Generation of Highly Charged Metal Ions from Metallocenes) 
 



 18 
 

26. 室田沙織（機能化学研究室） 
	 TPEN型六座配位子-希土類錯体を活用した Boc-アミノ酸アニオンの不斉認識 
	 (Chiral Recognition of Boc-Amino Acid Anion by Lanthanide Complexes with TPEN-Type 

Hexadentate Ligands) 
 
27. 山本	 悟（分子物理化学研究室） 
	 パルス電子–電子二重共鳴法及び分子力学法によるスピンを導入したDNA二重鎖の
分子構造 

 	 (Molecular Structures of Spin-labeled DNA Duplexes as Studied by Pulsed ELDOR 
Spectroscopy and Molecular Mechanics) 

 
28. 吉田考平（物性有機化学研究室） 
	 N-フェノチアジニルボラン関連化合物及びその酸化体の合成と構造 
	 (Syntheses and Molecular Structures of N-Phenothiazinylborane Derivatives and Their 

Oxidized Compounds) 
 
29. 吉山春香（合成有機化学研究室） 
	 神経毒性テトロドトキシンの合成研究 
	 (Synthetic Studies on Neurotoxic Tetrodotoxin) 
 
30. 若林	 由華（分子変換学研究室） 
	 立体配座を固定した 2,6-ジアミノピメリン酸誘導体の合成研究 
	 (Synthetic Study of Conformationally Restricted 2,6-Dimainopimelic Acid Derivatives) 
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平平成成２２４４年年度度	 	 後後期期博博士士課課程程修修了了者者とと博博士士論論文文名名	 	 

（物質分子系専攻）	 

	 

課課程程博博士士	 	 

児玉 猛（平成 24年 12月 25日	 授与	 主査 森本、副査 大船、岡田） 
エポキシドの活性化を引き金として進行する連続反応に関する研究 
（Studies on Tandem Reactions Triggered by Activation of Epoxides） 
 
神谷 昌宏（平成 25年 3月 21日	 授与	 主査 中沢、副査 木下、篠田） 
Studies on the Syntheses of Iron Complexes Bearing ER3 Ligand (E = Si, Ge, Sn, P) and 
Their Reactivity toward an E-H Bond 
（ER3 (E = Si, Ge, Sn, P) 配位子を有する鉄錯体の合成とE-H結合に対する反応性に関
する研究） 
 
杉村 亮治（平成 25年 3月 21日	 授与	 主査 岡田、副査 品田、八ツ橋、鈴木） 
Studies on photoinduced electron transfer of donor acceptor linked platinum complexes 
（ドナー・アクセプター連結型白金錯体を 用いた光誘起電子移動の研究） 
 
上友 淳弘（平成 25年 3月 21日	 授与	 主査 岡田、副査 森本、八ッ橋、小嵜） 
Studies on light-harvesting and charge-separating systems utilizing multiporphyrins 
（多数のポルフィリンを導入した光捕集アンテナと電荷分離システムの研究） 
 
文部 一希（平成 25年 3月 21日	 授与	 主査 佐藤、副査	 神谷、岡田、豊田） 
Electron Spin Nutation Spectroscopy for Weakly Exchange-Coupled Systems 
（弱交換相互作用系の電子スピンニューテーション分光法） 
 
論論文文博博士士	 	 

貝原 加奈子（平成 24年 6月 27日	 授与	 主査 大船、副査 飯尾、品田） 
カメムシ目由来新規幼若ホルモンの構造決定と構造活性相関研究 
（Structure Determination and Structure Activity Relationship Study of a New Juvenile 
hormone from a Heteropteran Insect） 
 
鎌田 幸司（平成 24年 9月 25日	 授与	 主査 中沢、副査 木下、篠田） 
Creation of Iron Complex Catalysts Bearing Terpyridine Derivatives for Hydrosilylation of 
Olefins 
（オレフィンのヒドロシリル化反応に触媒活性を示すターピリジン誘導体をもつ鉄

錯体の創製） 
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化化学学科科主主催催・・共共催催・・参参加加のの各各種種行行事事 

 
行事名 開催日 担当者 

第 44回国際化学オリンピック代表の指導 4月～7月 土江秀和・舘 祥光 

分子無機化学セミナー 4月７日 廣津昌和	 他 

数学や理科の好きな高校生のための 

市大授業	 講義／レア・アースの化学 

4月 29日 篠田哲史 

大阪府立高津高校	 研究室体験 7月 9日 佐藤和信・鈴木修一・

板崎真澄 

開智高等学校（開智オープンセミナー） 

「化学センサー：分子やイオンが見える」 

7月 14日 篠田哲史 

北摂三田高校	 研究室見学 7月 31日 吉野治一・品田哲郎 

三重県立松阪高等学校	 研究室見学 8月 2日 八ッ橋知幸 

大阪市立大学化学セミナー 8月 4日 板崎真澄・寺岡淳二・

大船泰史 

オープンキャンパス（体験実習込） 8月 7，8日 臼杵克之助・	 

鈴木修一・舘 祥光・	 

坂口和彦・塩見大輔・

豊田和男・寺岡淳二 

市大理科セミナー 8月 28日 臼杵克之助・ 

豊田和男・舘 祥光 

大阪府立三国丘高校	 SSH課題研究の 

助言指導・研究室訪問等 

2012年度後半 

～2013年度 

宮原郁子・寺岡淳二・

舘 祥光 

大阪府立住吉高校	 SSHへの助言 

（SSH運営指導委員会） 

10月 5日、 

2月 8日 

佐藤和信 

高校化学グランドコンテスト（大阪市立大学、

大阪府立大学、読売新聞大阪本社） 

11月 4日 八ッ橋知幸・ 

品田哲郎・中沢 浩	 他 

大阪市立東高等学校（研究室体験） 11月 29日 舘 祥光・西岡孝訓 

大阪市立高校（研究室見学） 12月 19日 宮原郁子・小嵜正敏・

篠田哲史 

大阪府立住吉高校 SSH国際科学発表会（住吉

高校、大阪市大理学部、大阪府教育委員会） 

2月 1日 佐藤和信 

17th OCU International Symposium 2月 4日 篠田哲史・中沢 浩・ 

手木芳男・八ッ橋知幸 
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『分子無機化学セミナー(MICS2012)』	 
	 

日時：2012年4月7日(土)  午後13時00分より	 
場所：理学研究科会議室	 

	 

開会の挨拶	 13:00	 篠田	 哲史	 
	 

第1部	 13:05~14:00	 [座長	 板崎	 真澄] 
1. 片山	 晃一	 (M2 分子設計学研究室) 
「π共役安定有機ラジカルを配位子とする錯体の合成と電子状態」	 

2. 室田	 沙織	 (M2 機能化学研究室) 
「TPEN型配位子－Eu(III)錯体を活用したアミノ酸の不斉認識」	 
3. 川本	 圭祐	 (D1 分子設計学研究室) 
「キノリン骨格を有するシッフ塩基を配位子とする金属錯体の合成と性質」	 	 

	 

第2部	 14:00~14:50	 [座長	 三宅	 弘之] 
4. 石井	 翔	 (M2 錯体化学研究室)	 
「９族生まれのあなた。今日のラッキーアイテムは１４族模様の帽子です」	 

5. 鈴木	 敦子	 (M2 錯体化学研究室) 
「新ユニット	 ヒドロシリル化起こし隊	 結成！	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ―隊長はターピリジン、手下は鉄―」	 

6. 前田	 友梨 (M2 分子設計学研究室) 
「Sulfur Containing Metal Complexes with a Bidentate N-Heterocyclic Carbene Ligand 
	 	 	 	 	 	 	 	 N-ヘテロ環カルベン錯体に Sがいっぱい付いちゃった。 
	 	 	 	 	 	 	 	 ～CVE48と上からドSのマリコ様、どれだけSやねん！～」	 

	 

休憩	 14:50~15:00 
	 

第3部	 15:00~15:50	 [座長	 土江	 秀和] 
7. 早坂	 和将	 (M2 錯体化学研究室) 
「鉄でチオ尿素をマミる	 	 

	 	 	 	 	 	 	 ～僕と契約してカルボジイミドになってよ！(◕‿‿◕)～」	 

8. 増田	 裕	 (M2 分子設計学研究室) 
「人工光合成を目指した遷移金属触媒系の開発」 
9. 竹本 祐唯 (M2 分子設計学研究室) 
「1-(ピリジン-2-イル)-2,2-ビス(ピリジン-2-イルチオ)エタノンを配位子とするモリブデン錯体の合
成」	 

	 

第4部	 15:50~16:25	 [座長	 中沢	 浩] 
10. 神谷	 昌宏	 (D3 錯体化学研究室) 
「鉄触媒を用いたアルコールからの水素生成反応の開発」	 

 
休憩16:25~16:35 

	 

第5部	 16:35~17:25	 [座長	 廣津	 昌和] 
招待講演：吉成	 信人	 先生	 (大阪大学大学院理学研究科	 助教) 
「末端カルボキシ基をもつ金属錯体の集積化学：ナノスケール構造をいかに組み上げるか」 
	 

総括 17:25	 木下	 勇 
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第９回化学セミナー 
 

平成２４年８月４日（土）、大阪市立大学 学術情報総合センター1０階 会議室において、

高校生対象の化学セミナーを開催した。啓発を目的とした理学部化学科主催の講義形式の

セミナーである。今年度は「高校生のための先端科学研修～化学・考古学の世界に触れる

～」の一部として、学務企画課 地域貢献担当と共催した。 

 

講義タイトルと講師 

9:00-10:00 

(A)コース 
「身の周りにある元素の話」 

板崎 真澄 (理学部化学科 講師) 

10:10-11:10 

(B)コース 
「体操する分子」 

寺岡 淳二 (理学部化学科 准教授) 

11:20-12:20 

(C)コース 
「脳神経機能を探る化合物」 

大船 泰史 (理学部化学科 教授) 

見学会 
 

12:30-12:50 
学術情報総合センター見学会 

 

開催案内はポスター（添付資料）の配布（高校や予備校への配布、市内図書館での掲示、

学内各所での掲示）およびホームページを通じて行った。大阪市市政便り、毎日新聞、産経

新聞、大阪市携帯ナビに案内が掲載された。（A）～（C）コースで別々に参加申込を行った。 

 

参加者数 のべ２９７名（Aコース：１１１名、Bコース：９１名、Cコース：９５名、学情見学：３８名）、

実質１８２名（参加申込者数が多かったため、会場を１F 文化交流室から、１0F 会議室へ変更

した）。 

ホームページ URL http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/chem/seminar/ 

 

当日、10F にグラコンコーナーを開設した。 



 

 23 
 

 

 



 

 24 
 

 

 
 



 

 25 
 

 

アンケート結果 
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「第９回高校化学グランドコンテスト」最終選考会プログラム	 
 

日時：平成 24年 11月 4日（日）午前 9:20～午後 4:45 
場所：大阪市立大学（杉本キャンパス）学術情報総合センター 
	 	 （http://www.gracon.jp） 
主	 	 催：大阪市立大学、大阪府立大学、読売新聞大阪本社 
後	 	 援：文部科学省、教育委員会（大阪府、大阪市、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県、

三重県、北海道、福島県、茨城県、群馬県、神奈川県、千葉県、長野県、静岡県、愛知県、

岐阜県、岡山県、島根県、鳥取県、徳島県、香川県、愛媛県、福岡県、長崎県、宮崎県）、

首都大学東京、横浜市立大学、名古屋市立大学、大学コンソーシアム大阪、南大阪地域大学

コンソーシアム、化学プラットホーム＠関西、読売テレビ 
協	 	 賛： 日本化学会、日本化学工業協会、近畿化学協会、パナソニック株式会社、和光純薬工業株式

会社、ナカライテスク株式会社、株式会社三井住友銀行、シュプリンガー・ジャパン、化学

同人、東京化学同人、株式会社八光、株式会社リガク、シグマアルドリッチジャパン合同会

社、八洲薬品株式会社、株式会社柴尾商店、大阪薬研株式会社、南出理化商会、株式会社遊

タイム出版、大研科学産業株式会社、ビー・エー・エス株式会社、有限会社スタジオクライ

ム、株式会社文成堂	 

	 

午前の部 
9:20~10:20  ポスター発表（奇数番号） 

10:20~11:20  ポスター発表（偶数番号） 

11:20~12:00 昼食休憩 

 
午後の部 
12:00~12:25 

 
開会式（大阪府知事挨拶、大阪市長挨拶、大阪市立大学学長挨拶、大阪府立大学

学長挨拶、読売新聞大阪本社科学部長挨拶） 

最終選考口頭発表（発表 12分＋コメント 2分＋交代 1分） 
12:25~12:40 OOPP11	 	 グリセリンの不思議な性質にせまる －なぜ凍らないのか？なぜ凍るのか！－ 

12:40~12:55 OOPP22	 	 紫の追求Ｐａｒｔ２  ～ヨウ素デンプン反応の不思議に迫る！  

12:55~13:10 OOPP33	 	 梅調味廃液を用いたランタノイド金属の回収プロセスの開発  

13:10~13:25 OOPP44	 	 卵は食べるだけで終わらせない!! ～地球に優しい発電装置へ応用できる材料開発～ 

13:25~13:40 OOPP55	 	 エノキタケのアルコール発酵実験  

13:40~13:50	 	 休憩	 
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13:50~14:05 OOPP66	 	 バイオエタノール製造に利用できる野生酵母を求めて  

14:05~14:20 OOPP77	 	 リン酸ジルコニウムによる排水中の微量有害元素の除去・固定  

14:20~14:35 OOPP88	 	 高校実験室での酸化物高温超伝導体合成と物性測定へのチャレンジ  

14:35~14:50 OOPP99	 	 発色性安定有機カチオンの研究  

14:50~15:05 OOPP1100	 	 染色法による繊維の鑑別～サルトン系色素による絹と羊毛の染め分け～  

15:05 ~15:20	 	 休憩 

15:20~16:00 基基調調

講講演演	 	 

化学のとびら～ひらけ元素の周期表！～ 
桜井	 弘教授 
（京都薬科大学名誉教授、東京工科大学客員教授、元素周期表同好会） 

16:00~16:45 	 	 結果発表・表彰式 
総評（審査委員長、主催者） 

 
審査委員： 村井	 眞二	 	 （奈良先端科学技術大学院大学副学長＜審査委員長＞） 

	 江口	 太郎	 	 （大阪大学副学長） 
	 東	 	 秀行	 	 （大阪府教育委員会高等学校課指導主事）	 

	 	 長谷川義高	 	 （大阪市教育委員会事務局指導主事）	 

常松	 健一	 	 （読売新聞大阪本社科学部長） 
西澤	 良記	 	 （大阪市立大学学長） 
竹内	 正吉	 	 （大阪府立大学副学長） 
櫻木	 弘之	 	 （大阪市立大学大学院理学研究科長） 
前川	 寛和	 	 （大阪府立大学大学院理学系研究科長） 
中沢	 	 浩	 	 （大阪市立大学大学院理学研究科教授）	 

畠中	 康夫	 	 （大阪市立大学大学院工学研究科教授） 
小西洋太郎	 	 （大阪市立大学大学院生活科学研究科教授）	 

松坂	 裕之	 	 （大阪府立大学大学院理学系研究科教授）	 

飯島	 賢二	 	 （パナソニック株式会社Ｒ＆Ｄ本部デバイスソリューションセンター技監） 
野村	 琴広	 	 （首都大学東京大学院理工学研究科教授）	 
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「第９回高校化学グランドコンテスト」ポスター発表	 
発表形式：ポスター番号が奇数番と偶数番で交互に発表	 
9：20～10：20	 ：	 奇数番，10：20～11：20	 ：	 偶数番	 

PP1   糖が鉄錆に与える影響 

PP2   進化するニトロセルロース 

PP3   銀樹の析出量と時間との関係 

PP4   残留塩素の除去方法の評価

PP5   アスピリンからアセチルサリチル酸の単離とその性質 

PP6   ムペンバ現象に関する研究 

PP7   果実で水を綺麗にしよう！ 

PP8   備長炭を用いた機能性導電材料	 ～色素増感太陽電池への応用～	 

PP9   カラフル合金 

PP10   瞬間冷却剤の再生 

PP11   金環日食時の日射量変化 

PP12   水溶液の種類によるカイワレダイコンの発育の違い 

PP13   皮膚の保湿効果を探る  ～美肌水にアプローチ～ 

PP14   アルギン酸ビーズを用いたアルコール発酵 

PP15   電池の故きを温ねて新しきを知る！ ～電解液のゲル化～ 

PP16   水の電気分解 ～水素と酸素が２：１にならない理由についての研究～

PP17   コルベ・シュミット法によるサリチル酸の合成 

PP18   色素増感光電池の還元糖による効率の向上に関する研究 

PP19   クロロフィル定量のための簡易蛍光光度計の製作 

PP20   『Liquid Crystal』～コレステリック液晶の観察と簡易液晶セルの作製～ 

PP22   塩化鉄（Ⅲ）によるサリチル酸の呈色反応 

PP23   ブロッコリースプラウトを使った植物の成長実験 

PP24   バイオエタノールの生成効率を上げるために 

PP25   化学発光の制御に関する基礎研究 

PP26   錯体のもつ触媒作用 ～新たなる視点からの探求～ 
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PP27   錯体を触媒とする太陽電池の試み ～新しい色素増感太陽電池を目指して～ 

PP28   ミセルによる閉塞的な環境での錯体の化学反応について 

PP29   豆腐が固まるナゾ 

PP30   メノウの縞はなぜできるのか ～リーゼガング現象による考察～ 

PP31   酸性雨と銅の溶解 

PP32   渋柿のサイエンス  ～脱渋のメカニズムと柿渋うちわの試作～ 

PP34   リン酸化合物の炎色反応についての考察 

PP35   砂鉄入り活性炭の研究

PP36   アルマイトの着色条件による色調の違いについて 

PP37   染めにくい布を染めやすくする 

PP38   ヨウ素デンプン反応の比色条件の決定 

PP40   B-R 反応～変色の秘密を求めて～ 

PP41   マローブルー退色の謎 

PP42   鉄の錆生成に関するイオンの影響 

PP43   エタノール水溶液を食用油に滴下した際の挙動と形成される模様のパターンについて  

PP44   発芽したジャガイモの植え方による収穫量の違いについて 

PP45   ｄ，ℓ－カンフルの光学分割についての研究 

PP46   バイオマスとしての大根の可能性を探る ～ダイコンおよびたくあんを用いた生分解性プラスチックの合成
をめざして～ 

PP47   都市鉱山は採掘できるか？ 

PP48   発砲入浴剤 理想の成分比 

PP49   水の三重点の研究 

 
   黄鉄鉱の研究 

 

   大柏川と第１調節池の水質調査 －COD の測定法を考える－ 

   金属イオン置換による色素増感太陽電池の起電力に関して 
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「第９回高校化学グランドコンテスト」最終選考結果	 
 

日時：平成 24年 11月 4日（日）午前 9:20～午後 4:45 
場所：大阪市立大学（杉本キャンパス）学術情報総合センター 
ホームページ：http://www.gracon.jp 
主	 	 催：大阪市立大学、大阪府立大学、読売新聞大阪本社 
後	 	 援：文部科学省、教育委員会（大阪府、大阪市、京都府、兵庫県、奈良県、和歌山県、滋賀県、

三重県、北海道、福島県、茨城県、群馬県、神奈川県、千葉県、長野県、静岡県、愛知県、

岐阜県、岡山県、島根県、鳥取県、徳島県、香川県、愛媛県、福岡県、長崎県、宮崎県）、

首都大学東京、横浜市立大学、名古屋市立大学、大学コンソーシアム大阪、南大阪地域大学

コンソーシアム、化学プラットホーム＠関西、読売テレビ 
協	 	 賛： 日本化学会、日本化学工業協会、近畿化学協会、パナソニック株式会社、和光純薬工業株式

会社、ナカライテスク株式会社、株式会社三井住友銀行、シュプリンガー・ジャパン、化学

同人、東京化学同人、株式会社八光、株式会社リガク、シグマアルドリッチジャパン合同会

社、八洲薬品株式会社、株式会社柴尾商店、大阪薬研株式会社、南出理化商会、株式会社遊

タイム出版、大研科学産業株式会社、ビー・エー・エス株式会社、有限会社スタジオクライ

ム、株式会社文成堂	 

 
 
文文部部科科学学大大臣臣賞賞  
OP4	 卵は食べるだけで終わらせない!!	 ～地球に優しい発電装置へ応用できる材料開発～	 

（国立米子工業高等専門学校）	 大江ひかる、井田健太郎、西尾幸祐、遠藤未来、田中美樹、	 
若槻千晶	 
［指導教員］谷藤尚貴	 

大大阪阪府府知知事事賞賞・・シシュュププリリンンガガーー賞賞  
OP9	 	 	 	 発色性安定有機カチオンの研究	 	 

（灘高等学校）	 山角拓也	 	 

［指導教員］鎌田政人	 

大大阪阪市市長長賞賞  
OP10	 染色法による繊維の鑑別～サルトン系色素による絹と羊毛の染め分け～	 	 

（大阪府立千里高等学校）	 西﨑由実子、増田朋絵、大野友豊	 	 
［指導教員］松浦紀之	 

大大阪阪市市立立大大学学長長賞賞  
OP1	 グリセリンの不思議な性質にせまる	 －なぜ凍らないのか？なぜ凍るのか！－	 

（京都府立桃山高等学校）	 大澤亮介、佐々木貴都、丹羽元樹、姫野航	 	 
［指導教員］加藤正宏	 

大大阪阪府府立立大大学学長長賞賞  
OP5	 エノキタケのアルコール発酵実験	 	 

（長野県屋代高等学校）	 坂口貴俊、小宮山将広、中山大樹、半田勇貴	 	 
［指導教員］近藤信昭	 

読読売売新新聞聞社社賞賞・・パパナナソソニニッックク賞賞  
OP3	 梅調味廃液を用いたランタノイド金属の回収プロセスの開発	 	 

（国立和歌山工業高等専門学校）	 前川奈穂、宮崎輝実	 	 
［指導教員］綱島克彦	 	 

審審査査委委員員長長賞賞  
OP6	 バイオエタノール製造に利用できる野生酵母を求めて	 	 

（ノートルダム清心学園	 清心女子高等学校）	 澤田春那、小嶋由加里、川井里香、齋藤恵、	 
田中璃彩	 	 
［指導教員］秋山繁治	 
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金金賞賞  
OP2	 紫の追求Ｐａｒｔ２	 	 ～ヨウ素デンプン反応の不思議に迫る！	 	 

（福岡県立鞍手高等学校）	 中川裕太、岡田和之、亀谷一成、出口巧実、西島拓海、森下裕
貴、有馬みさと、宇佐美優奈、伊東浩希、上田瑞規、白土友祐、立和名空、田中亮馬、谷口
幸弥、手島星、石田侑紀	 
［指導教員］小田裕	 

OP7	 リン酸ジルコニウムによる排水中の微量有害元素の除去・固定	 	 
（新居浜工業高等専門学校）	 潮見咲菜、飯尾芹香、戸井麻友香	 	 
［指導教員］桑田茂樹、中山享	 

OP8	 高校実験室での酸化物高温超伝導体合成と物性測定へのチャレンジ	 	 
（岡山県立玉野高等学校）	 西山光一、木村辰紀、下津大和、岡田瑞穂、谷望未、布施智己、
古市聖人	 
［指導教員］藤田学	 

 
ポポススタターー賞賞・・シシュュププリリンンガガ――賞賞  
PP30	 メノウの縞はなぜできるのか	 ～リーゼガング現象による考察～	 

（愛知県立	 岡崎高等学校）羽根渕高弘、岩田聖士、加藤義貴、染谷真希、山下裕己	 	 
［指導教員］菰田有一	 

PP46	 バイオマスとしての大根の可能性を探る	 ～ダイコンおよびたくあんを用いた生分解性プラス
チックの合成をめざして～	 
	 （福島県立福島高等学校）桑嶋翼、斉藤ちひろ、須田朋美	 	 
［指導教員］橋爪清成	 

ポポススタターー賞賞  
PP8	 備長炭を用いた機能性導電材料	 ～色素増感太陽電池への応用～	 	 

（国立和歌山工業高等専門学校）廣井嘉紀、藤本隼斗、本間和雅	 
［指導教員］綱島克彦	 	 

PP13	 皮膚の保湿効果を探る	 	 ～美肌水にアプローチ～	 
（長野県屋代高等学校）越美菜子、小林由貴子、六川由貴奈	 
［指導教員］小田切亨	 

PP14	 アルギン酸ビーズを用いたアルコール発酵	 
（長野県屋代高等学校）久保圭、上原聡、宮崎圭祐	 	 
［指導教員］小林孝次	 

PP18	 色素増感光電池の還元糖による効率の向上に関する研究	 	 
（和歌山県立海南高等学校）湯川智基、上拓馬、下村直音、杉若颯、堂浦いつ貴、丸尾海月	 
［指導教員］	 西眞美	 

PP35	 砂鉄入り活性炭の研究	 	 
（千葉県立船橋高等学校）水野恒、北野陸朗、白鳥昴太	 	 
［指導教員］吉岡玲	 

 
 
審査委員： 村井	 眞二	 	 （奈良先端科学技術大学院大学副学長＜審査委員長＞） 

	 江口	 太郎	 	 （大阪大学副学長） 
	 東	 	 秀行	 	 （大阪府教育委員会高等学校課指導主事）	 

	 	 長谷川義高	 	 （大阪市教育委員会事務局指導主事）	 

常松	 健一	 	 （読売新聞大阪本社科学部長） 
西澤	 良記	 	 （大阪市立大学学長） 
竹内	 正吉	 	 （大阪府立大学副学長） 
櫻木	 弘之	 	 （大阪市立大学大学院理学研究科長） 
前川	 寛和	 	 （大阪府立大学大学院理学系研究科長） 
中沢	 	 浩	 	 （大阪市立大学大学院理学研究科教授）	 

畠中	 康夫	 	 （大阪市立大学大学院工学研究科教授） 
小西洋太郎	 	 （大阪市立大学大学院生活科学研究科教授）	 

松坂	 裕之	 	 （大阪府立大学大学院理学系研究科教授）	 

飯島	 賢二	 	 （パナソニック株式会社Ｒ＆Ｄ本部デバイスソリューションセンター技監） 
野村	 琴広	 	 （首都大学東京大学院理工学研究科教授）	 
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第第 9回回高高校校化化学学ググラランンドドココンンテテスストト関関連連のの新新聞聞等等掲掲載載記記事事  
 

平成 24年 11月 19日	 読売新聞	 掲載 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 24年 11月 5日	 読売新聞	 掲載 
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平成 24年 10月 12日	 読売新聞	 掲載 

 

平成 24年 7月 13日	 読売新聞	 掲載 

 

平成 24年 8月	 現代化学	 掲載 

 
平成 24年 8月	 月刊化学	 掲載 
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平成 24年 6月 10日	 読売新聞	 掲載 

 

平成 24年 7月	 月刊化学	 掲載 

 

平成 24年 5月 25日	 科学新聞	 掲載 

 

平成 24年 7月	 現代化学	 掲載 
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The 17th Osaka City University International Symposium 
MONDAY, 4 February 2013 

 
Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University 

OCU Graduate School Attractive Education Project 
JST-CREST Research Program on Dynamic Molecular Devices 

 
Venue 

1F Culture-Interchanging Room, Media Center, Osaka City University 
3-3-138 Sugimoto, Sumiyoshi-ku, Osaka 558-8585, Japan 

 
Program 

 
13:05 - Opening  (Prof. Yatsuhashi) 
 
Session I (Oral Lectures) Chair: Prof. Shinoda 
 
13:10 - 13:30 Prof. Junji Teraoka (OCU) 
"A breathing vibration senses subtle interaction in hemoproteins" 
 
13:30 - 14:10 Dr. Shigeki Yamamoto (Kwansei Gakuin University) 
"Induced resonance Raman optical activity as a tool to detect molecular chirality" 
 
14:10 - 15:10 Prof. Roumiana Tsenkova (Kobe University) 
"Aquaphotomics and near infrared spectroscopy for biodiagnosis" 
 
Poster Presentation by OCU graduate students 
15:20 - 16:20 
 
Session II (Oral Lectures) Chair: Prof. Nakazawa 
 
16:30 - 16:50 Prof. Masakazu Hirotsu (OCU) 
"Reactivity of Carbon- and Sulfur-Bridged Diiron Carbonyl Complexes Derived from 
Thiophene-Based Materials" 
 
16:50 - 17:50 Prof. Julian Koe (International Christian University) 
"Silicon-based polymers - different to carbon-based polymers?" 
 
17:50 Closing (Prof. Shinoda) 
 
18:00 Supper at Wisteria (Media Center, 1F) 
 
 
Organizing Committee 
Prof. Satoshi Shinoda Prof. Hiroshi Nakazawa 
Prof. Yoshio Teki  Prof. Tomoyuki Yatsuhashi  
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The 17th Osaka City University International Symposium 
February 4, 2013, Osaka City University, Media Center 

 
Poster Session Program 

(15:20 - 16:20) 
 
 
 
P-1 Electrochemical Properties of Transition-metal Complexes connected by 

1,1'-Ferrocenedichalcogenato Ligand and Their Structures 
 Masaki Ito, Masumi Itazaki, and Hiroshi Nakazawa 
 Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University 
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 Kazumasa Hayasaka, Kozo Fukumoto, and Hiroshi Nakazawa 
 Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University, and Kobe City 

College of Technology 
 （Coordination Chemistry, M2） 
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P-9 Au-Catalyzed Cyclization of 1-Arylbut-3-yn-1-ols. Synthesis of Substituted Naphthalene 
Derivatives 

 Airi Shimoda, Takuya Okada, Tetsuro Shinada, Kazuhiko Sakaguchi, and Yasufumi Ohfune 
 Graduate School of Science, Osaka City University 
 （Molecular Conversion Laboratory, M2） 
 
P-10 Synthesis of Diaminopimelic Acid Derivatives and Their CTx inhibitory Effects 
 Yuuka Wakabayashi, Keiko Shimamoto, Tetsuro Shinada, and Yasufumi Ohfune 
 Graduate School of Science, Osaka City University 
 （Molecular Conversion Laboratory, M2） 
 
P-11 Synthesis of Juvenile Hormone (JHSB3) Analogs 
 Yumi Ando, Tetsuro Shinada, and Yasufumi Ohfune 
 Graduate School of Science, Osaka City University 
 （Molecular Conversion Laboratory, M1） 
 
P-12 Reactions of Dibenzothiophene Derivatives Containing Bidentate Chelate Moieties with Iron 

Carbonyl Complexes 
 Kiyokazu Santo, Masakazu Hirotsu, and Isamu Kinoshita 
 Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University 
 （Molecular Design, D1） 
 
P-13 Catalytic Activity in Aqueous Suzuki-Miyaura Reaction of a Palladium Complex containing an 

N-Heterocyclic Carbene Pincer Ligand with a Sugar Unit 
 Yosuke Imanaka, Hideki Hashimoto, Isamu Kinoshita, and Takanori Nishioka 
 Division of Molecular Materials Science, Graduate School of Science, Osaka City University; The 

OCU Advanced Institute of Natural Science and Technology (OCARINA), Osaka City University; 
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OCU Advanced Research Institute of Natural Science and Technology (OCARINA), Osaka City 
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P-15 Chemical Reactions on Liquid/liquid Interface Induced by Laser Plasma Filament 
 Tomoyuki Hamaguchi and Tomoyuki Yatsuhashi 
 Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University 
 （Photophysical Chemistry, M1） 
 
P-16 Phenothiazine Trimer - Anthraquinone Dyad : Dynamic Structure Change in its Photo-induced 

Charge Separated State Via Hole Transfer Process 
 Ayumu Karimata, Shuichi Suzuki, Masatoshi Kozaki, Kenshi Kimoto, Koichi Nozaki, Hironori 

Matsusita, Noriaki Ikeda, and Keiji Okada 
 Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University 
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P-17 Allosteric inhibition of the receptor ability of Zn-porphyrin by the metal complexation 
 Yoshikazu Ninomiya, Masatoshi Kozaki, Shuichi Suzuki, and Keiji Okada 
 Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University 
 （Physical Organic Chemistry, M2） 
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 Kohei Yoshida, Shuichi Suzuki, Masatoshi Kozaki, and Keiji Okada 
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P-19 Synthesis of Higher-Order Architecture with Tripodal Ligands Bearing 1,3,5-Triethylbenzene 
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 Masahiro Kawai, Yoshiki Morimoto, and Yoshimitsu Tachi 
 Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University 
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P-20 Total Synthesis of Oxacyclic Terpenoids Based on the Hypothetical Biomimetic Oxacyclization 

Triggered by Hydrolysis of the Terminal Epoxide 
 Takeshi Kodama, Shingo Aoki, Tomoki Matsuo, Yoshimitsu Tachi, and Yoshiki Morimoto 
 Department of Chemistry, Graduate School of Science, Osaka City University 
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P-21 Synthetic Studies on Heronapyrroles 
 Tomoki Matsuo, Shingo Aoki, Hikaru Mitani, Takeshi Kodama, Yosimitsu Tachi, and  
 Yoshiki Morimoto 
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 （Synthetic Organic Chemistry, D1） 
 
P-22 Elucidation of the Formation Process for Coordination Polymers Supported by Mismatch 

Tripodal Triheteroaryl Ligands System 
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 （Synthetic Organic Chemistry, M1） 
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専専門門教教育育科科目目受受講講生生にに対対すするるアアンンケケーートト調調査査  
 
化学科が提供する専門教育科目に対して行った「受講生に対するアンケート調査」

の結果を示します。大阪市立大学では、大学教育センターが全学共通科目の授業アン

ケートを実施していますが、本アンケートは、化学科及び化学科教員が直接教育に携

わる専門教育科目を対象に受講生の声を聞き、授業の充実と改善に役立てる目的で実

施しています。前期、及び後期の専門教育科目の講義の終わりにアンケートを取り、

集計しました。質問項目は前年度と同じです。 
 
アアンンケケーートト項項目目  
アンケートは、授業・教員に関する７項目、受講生自身に関する５項目、教室・設

備に関する２項目の計１４項目に対する５段階評価と、受講生による自由記述の２部

構成で実施しました。５段階評価項目では、各々の設問に対して次に示す５段階で評

価してもらいました。 
①	 全くそう思わない	 ②	 そう思わない	 ③	 どちらとも言えない 
④	 そう思う	 ⑤	 強くそう思う 

 
5段階評価項目 
	 授業・教員に関して 

1. 履修概要・シラバスと授業の内容は一致していましたか。 
2. 毎回の授業のねらいは明確でしたか。 
3. 授業内容は量的に適切でしたか。 
4. 教員の話し方は明瞭で聞き取りやすかったですか。	 
5. 授業内容の説明は理解しやすいよう準備されていましたか。 
（教科書の選択、見やすい板書、プリントやパワーポイントスライドの工夫など） 

6. 授業の休講は少なかったですか。 
7. 私語や途中入室・退室などに毅然と対応していましたか。 

	 学生自身に関して	 

8. 授業にきちんと出席しましたか。 
9. 授業の予習あるいは復習をしましたか。	 
10. 授業内容をよく理解できましたか。	 
11. この授業内容に興味を持てましたか。	 
12. この授業の履修を友人や後輩に薦めますか。	 

	 教室・設備などに関して 
13. 教室の環境（空調、明るさ、騒音など）は、適切ですか。 
14. 教室の設備（黒板、スクリーンなど）は整っていましたか。 

	 

自由記述項目	 
 
その他この授業科目について改善すべき点など、意見・要望があれば記入して下さい。 
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アンケート集計結果の分析 
 
本アンケートは平成 16 年度から開始され、今回で９回目を数える。旧物質科学科

提供科目はなくなり、すべて（新）化学科提供のカリキュラムとなった。１回生向け

の専門科目は化学セミナーと分子科学基礎のみであるため、学年ごとの集計は行って

いない。集計は①学年（２回生・３回生）、②講義形式（講義・演習・実験）、③分野

（物理化学・無機化学・有機化学）に分けて行った。生化学１・２は有機化学の内容

も多く含むが、主たる担当教員の所属分野に従い物理化学科目として集計した。なお、

実験科目は②の集計にのみに用いた。 

どの集計においてもほぼ同じような回答の分布が見られた。予習・復習（Q9）に低

い値が見られる。演習科目では昨年に比べて顕著に低下し、講義科目との違いがあま

り目立たなくなっていることが気にかかる。実験科目においては例年どおり、設備に

関する評価が低い。 

実施したアンケートの結果は各担当教員に返却し、よりよい講義の実施の為の材料

とする。自由記述欄にあったコメントはぜひ参考にしていただきたい。 

 

文責：篠田哲史（化学科 Chem-Info委員代表） 
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化化学学実実験験口口頭頭発発表表会会にに関関すするるアアンンケケーートト  
 
	 平成 21 年度より、理学部の学科が 5 学科に再編されました。これにあわせて、化学科では平成 23 
年度から 3 回生における学生実験を大幅に見直しました。すなわち、これまでの分析・無機化学実
験、物理化学実験、有機化学実験に加えて、分野横断的な実験課題を取り扱う実験科目を新設し、化
学実験Ⅰ～Ⅳとしました。また、化学実験Ⅳの最後には、１年間の化学実験で行った課題から一つ選
択して、実験の目的や結果などについて、各自に発表してもらう場を設けることにしました。この発
表会を通して、プレゼンテーションに関するスキルを会得するとともに、各実験課題の意義や内容を
より深く理解し、化学の面白さを見いだす契機にしてほしいと期待しています。 
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平平成成２２４４年年度度卒卒業業生生おおよよびび修修了了者者のの進進路路  
 

 

化学科卒業生（４０名）の進路	 

本学大学院理学研究科物質分子系専攻前期博士課程進学者３３名	 

他大学大学院進学者２名	 

就職者３名	 

株式会社紀陽銀行、DIC 株式会社、マルホ株式会社	 

その他２名	 

	 

物質科学科卒業生（１名）の進路	 

その他１名	 

	 

物質分子系専攻前期博士課程修了者（３０名）の進路	 

本学大学院理学研究科物質分子系専攻後期博士課程進学者７名	 

就職者２０名	 

大阪府教育委員会、帝塚山学院泉ヶ丘中学校高等学校、ダイジェット工業株

式会社、株式会社シマノ、関西酵素株式会社、佐藤製薬株式会社、株式会社

十川ゴム、ステラケミファ株式会社、株式会社ゆうちょ銀行、株式会社パッ

クプラス、東洋合成工業株式会社、エステートケミカル株式会社、旭化成株

式会社、東洋合成工業株式会社、化研テック株式会社、荒川化学工業株式会

社、大塚製薬株式会社、共栄社化学株式会社、日東化成株式会社、明成化学

工業株式会社 

その他３名	 

	 

物質分子系専攻後期博士課程修了者（５名）の進路	 

大阪府教育委員会、株式会社ダイセル、富山大学博士研究員、インディアナ

大学博士研究員、大阪市立大学博士奨励研究員	 

	 



 55 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

II．．教教員員のの研研究究とと活活動動  
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受章	 

築部	 浩 瑞宝小綬章 
 
 

受賞	 

神谷信夫 2012 年度	 公益財団法人朝日新聞文化財団	 朝日賞	 受賞 
 
篠田哲史 2012 年度	 近赤外研究会	 NIR Advance Award 
 
西岡孝訓 2012 年	 先端錯体工学研究会賞	 受賞 
	 

中沢	 浩, 西岡孝訓, 篠田哲史, 廣津昌和, 三宅弘之, 板崎真澄 
 平成 24 年度	 大阪市立大学学友会	 優秀テキスト賞	 受賞 
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物物理理化化学学講講座座	 	 

	 	 

	 	 
	 	 量量子子機機能能物物質質学学研研究究室室	 教授 手木 芳男 
 
   准教授 寺岡 淳二 
 
   准教授 吉野 治一 
 
	 

	 	 分分子子物物理理化化学学研研究究室室	 	 教授 佐藤 和信 
 
   准教授 塩見 大輔 
	 

	 	 	 講師 豊田 和男	 
	 

	 

	 	 構構造造生生物物化化学学研研究究室室	 	 教授 神谷 信夫 
 
   准教授 宮原 郁子 
 
 
	 	 光光物物理理化化学学研研究究室室	 	 教授 八ッ橋 知幸 
 
   准教授 松下 叔夫 
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Photo-Excited

High-Spin StateEnergy Transfer

Exciton Transfer Excited Spin Dynamics

Polarization Transfer

Photo-Induced Electron Transfer

Photo-Control of Magnetism

Functionality Materialas

Artificial Photo-Synthesis

Photo-Conductivity, 

Molecular Electronics

Spintroncs

MRI

Quantum Computing

Information Transfer
 

 

物理化学大講座； 量子機能物質学研究室 
構成員； 手木芳男、寺岡淳二、吉野治一 

 

手木芳男 TEKI, Yoshio  

 

 

研究概要  

 量子機能物質学研究室手木グループでは、分子を基本単位とする新しい機能性π電

子物質を創製し、その基礎物性、特に「分子磁性」の新機能を追及する研究を行って

いる。これらの物質では、分子軌道が様々な機能発現に本質的役割を果たす点が、従

来の「原子にもとづいた磁性」と大きく異なる。我々は、πラジカルの光励起スピン

整列（光励起高スピン状態）の実現に先駆けて成功した。光励起高スピンπラジカル

は構成単位の分子の化学修飾等により、同一分子内に光感応部位、エネルギー移動、

光誘起電子移動や磁性を担う部位等を集積化する事により複合機能を持たせる事が

可能である。このような分子性物質に基づく新しい機能性発現（光誘起スピン整列、

光誘起磁性等の複合機能や量子機能）を目指して、研究を行っている。現在，進行中

の主な課題は１）開殻系有機分子の光励起状態とその動的性質の研究、２）励起高ス

ピンπラジカルを利用した分子素子への展開である。以下，それらの概略を記す。 

１）開殻系有機分子の光励起状態とその動的性質の研究 

光励起高スピン系を電子

ドナーとし、機能性部位（エ

ネルギー受容体や電子受容

体）を連結した系（右図）を

設計し、電荷分離イオン対状

態を経由する特異な動的ス

ピン分極（光合成パターン）

を示す光励起四重項状態の

初観測に、先駆けて成功した

(右図文献参照)。 

２）励起高スピンπラジカルを利用した分子素子への展開 

光励起高スピンπラジカル系は、スピン

分極ドナーとしての性質も兼ね備える

事を励起状態－基底状態間のスピンサ

イクルとともに明らかにし、スピントロ

ニクスへの展開の可能性を示した

（Chem. Eur. J., 2009, 15, 11210-11220.）。

また、実際に光励起高スピンπラジカル

系を用いた分子素子を作成し、その電界

発光等の研究も行っており、スピスピン

トロニクスへの展開を図っている。 
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物物理理化化学学大大講講座座；；量量子子機機能能物物質質学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 手手木木芳芳男男、、寺寺岡岡淳淳二二、、吉吉野野治治一一	 	 

  

寺寺岡岡淳淳二二	 	 TTEERRAAOOKKAA,,	 	 JJuunnjjii  	 
 

 

 

研研究究概概要要	 	  
FeP

FeP

FeP
H2P

  
量量子子力力学学的的ススピピンン混混合合かかそそれれととももススピピンン平平衡衡

かか？？  
d5 P2–

5 [Fe3+(Pc2–)]I–

SA
Pc2– P2–

2 SE
SA SE  

化化学学的的にに還還元元ししたたポポルルフフィィリリンンππアアニニオオンンのの同同定定	 	 

Na H2P ESR
RR H2P P2– 2Na+

FePととたたんんぱぱくく質質のの弱弱いい相相互互作作用用	 	 
FeP

13C
ν7

13C
cm–1

FeP ν7

  
 

 

 
 
 
 
 
 

N N

N N

R R

R

R

RR

R

R

Fe
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物物理理化化学学大大講講座座；；	 	 量量子子機機能能物物質質学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 手手木木芳芳男男,,寺寺岡岡淳淳二二,,吉吉野野治治一一	 	 
 
吉吉野野治治一一  YOSHINO, Harukazu 
 
 
 
研研究究概概要要   
  結晶の輸送現象と相転移に興味を持ち，近年は熱熱電電変変換換材材

料料として有望な有有機機伝伝導導体体の探索を行っている．多くの有機伝

導体は，図1のようなイオウやセレンなどの異種原子を含む有機

分子と無機陰イオンの塩であり，有機物であるにもかかわらず導

電性を発現する．この中でもτ型という結晶構造の有機伝導体は，

伝導バンドに平らなエネルギー分散を有するために，伝導が金属

的であるもかかわらず，100-200 µV K-1と通常金属の数10倍の熱

電能を示すなど，興味深い性質を示すことがこれまでの研究でわ

かっている． 
 導電体が熱起電力を生じる現象をゼゼーーベベッックク

効効果果という．導電体の両端に生じる熱起電力は

両端の温度差に比例し，その比例係数をゼーベ

ック係数(熱電能)Sと定義する．Sが大きい物質ほ

ど，この温度差による発電の能力が高いと考えら

れるが，実際は熱のロスを抑えるために熱伝導

度κが小さいことや，生じた電気エネルギーがジ

ュール熱として消費されるのを抑えるために，電

気抵抗率ρが低いことも必要である．これらを総

合的に評価するため，熱電材料の有効性の指

標として用いられるのが無無次次元元熱熱電電性性能能指指数数  
ZT=S2T/ρκ (Tは絶対温度)である． 
 有機伝導体の結晶は長さ1 mm程度と微小か

つ脆く，さらに試料依存性の影響を排除するに

は同一の結晶についてρ, S, κを同時に測定する

必要がある．そこで図2のような試料ホルダーを

製作し，80-300 KでZTを決定するためのシステ

ムを構築した．図3はこれまでに決定したZTであ

る．これまでで最高のZTはOOSS-AuBr2 (OOSS 
= EDO-S,S-DMEDT-TTF，図1)の0.042@130K
である．これは有有機機結結晶晶のの最最高高値値でもある．実

用にはZT>1が必要だといわれており，さらに高

いZTの物質の探索を続けたい．  
 

 

	 	 

Se
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Se

Se

TMTSF

S

SS

SO

O S

S

EDO-S,S-DMEDT-TTF

図 1 有機伝導体を与え

るドナー分子． 
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図 3 τ型有機伝導体の無次元熱電性能指

数の温度依存性． 

図 2 無次元性能指数(ZT)測定用試料ホル

ダーの模式図．(H. Yoshino et al., J. Therm. 
Anal. Calorim. 92 (2008) 457.) 
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物物理理化化学学大大講講座座；；	 	 分分子子物物理理化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 佐佐藤藤	 	 和和信信，，塩塩見見	 	 大大輔輔，，豊豊田田	 	 和和男男	 	 

	 	 

佐佐藤藤和和信信	 	 SSAATTOO，，KKaazzuunnoobbuu	 
 
研研究究概概要要  

cw-

ENDOR/ELDOR

2012
2

-
ELDOR-NMR - 2

CNOT Li  
 

弱弱交交換換相相互互作作用用多多ススピピンン系系ななどどのの分分子子ススピピンン系系のの電電子子･･分分子子構構造造のの解解明明  

DNA
DNA

 
パパルルスス磁磁気気共共鳴鳴分分光光のの量量子子情情報報科科学学へへのの応応用用  ―  分分子子ススピピンン量量子子ココンンピピュューータタ

のの開開発発  
(ENDOR/ELDOR)

π 2

ELDOR-NMR  
有有機機ススピピンン二二次次電電池池ににおおけけるる充充放放電電機機構構のの分分子子レレベベルルででのの解解明明  

ESR
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物物理理化化学学大大講講座座；；	 	 分分子子物物理理化化学学研研究究室室	 	 

構構成成員員；；	 	 佐佐藤藤	 	 和和信信，，塩塩見見	 	 大大輔輔，，豊豊田田	 	 和和男男	 	 

塩塩見見大大輔輔	 	 SSHHIIOOMMII,,	 	 DDaaiissuukkee  	 

 

研研究究概概要要	 	  

 
 

 
TEMPO

1

TEMPO 2
TEMPO 2

1

1 2
3He 1

0.5 K 2 1
 

SQUID ESR 

ESR
SQUID

ESR
SQUID ESR

SQUID
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物物理理化化学学大大講講座座；；	 	 分分子子物物理理化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 佐佐藤藤	 	 和和信信,,塩塩見見大大輔輔，，豊豊田田	 	 和和男男	 	 

  

豊豊田田	 	 和和男男	 	 TTOOYYOOTTAA,,	 	 KKaazzuuoo	 	 	 
 

研研究究概概要要	 	  
 
有有機機高高ススピピンン分分子子系系のの零零磁磁場場分分裂裂定定数数ななどどEESSRRパパララメメーータタのの量量子子化化学学理理論論：：

ZFS SO

SS

D ZFS

DFT

DFT

SS hybrid CASSCF/MRMP2 SO

ZFS

ZFS

10% DFT
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分分子子相相関関科科学学大大講講座座；；構構造造生生物物化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 神神谷谷信信夫夫，，宮宮原原郁郁子子	 	 

  

神神谷谷信信夫夫	 	 KKAAMMIIYYAA，，NNoobbuuoo   
 

研研究究概概要要	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

光光合合成成酸酸素素発発生生のの構構造造生生物物化化学学：

Science Breakthrough of the year 2011
 

 
 
 
 
 
 
 
  ４４次次元元タタンンパパクク質質機機能能科科学学：
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物物理理化化学学講講座座；；	 	 構構造造生生物物化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 神神谷谷信信夫夫,,	 	 宮宮原原郁郁子子  
  

宮宮原原郁郁子子	 	 MMIIYYAAHHAARRAA,,	 	 IIkkuukkoo	 
 

研研究究概概要要  

3
 

	 	 

補補酵酵素素依依存存型型タタンンパパクク質質	 	 

B6 B2

3

 

D-  

アアミミノノ酸酸代代謝謝系系タタンンパパクク質質	 	 
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物物理理化化学学大大講講座座；；光光物物理理化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；八八ッッ橋橋	 	 知知幸幸，，松松下下	 	 叔叔夫夫	 	 

	 	 

八八ッッ橋橋知知幸幸	 	 YYAATTSSUUHHAASSHHII，，TToommooyyuukkii	 
 
研研究究概概要要  

 

１１））多多価価分分子子イイオオンンのの化化学学 JST 	 	 

 

２２））ナナノノ粒粒子子のの化化学学 	 	 

-

-

 

３３））レレーーザザーー分分析析化化学学 C 	 	 

LC-MS ESI APCI APPI

APMPI

APMPI

 

http://www.laserchem.jp  
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物物理理化化学学大大講講座座；；	 	 光光物物理理化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 八八ッッ橋橋	 	 知知幸幸,,	 	 松松下下	 	 叔叔夫夫	 	 

  

松松下下叔叔夫夫	 	 MMAATTSSUUSSHHIITTAA,,	 	 TToosshhiioo  	 
 

研研究究概概要要	 	  
 

光光異異性性化化反反応応  
  

MCSCF MRCI
 

非非断断熱熱過過程程	 	 	 	 

conical intersection crossing seam

ススピピンンーー軌軌道道相相互互作作用用	 	 

振振動動数数ののススケケーーリリンンググ	 	 
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研研究究概概要要	 	  

 1
2) -

3) 
4) 

1) 2) 3
, 4

 
1) 天然神経毒アミノ酸、アルカロイドに関す

る研究：カイトセファリン関連化合物、マンザ

シジンＢ、ラベル化ＴＴＸ類縁体合成 

2) α-ヒドロキシアルケニル及びアルキニル

シランを用いた新規分子変換反応 

3) スクアリン酸（SQ）含有ペプチドの合成 

4) ＪＨ類縁体の合成と活性相関研究 
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品品田田哲哲郎郎	 	 SSHHIINNAADDAA,,	 	 TTeettssuurroo  	 
 

 

研研究究概概要要	 	  

 
 

 

Stereoselective Total Syntheses of Insect Juvenile Hormones, JH 0 and JH I, Manabe, A.; 
Ohfune, Y.;* Shinada, T.* Synlett 2012, 23, 1213-1216. 

 
 
Efficient Synthesis of Anhydrorhodovibrin and Analogues, Yamada, T.; Okada, K.; 
Shinada, T.; Ohfune, Y;* Hashimoto, H.* Synlett 2012, 23, 2980-2984. 
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坂坂口口和和彦彦	 	 SSAAKKAAGGUUCCHHII,,	 	 KKaazzuuhhiikkoo	 

 
 
 

研研究究概概要要	 	  

 
 

1 Prins

Org. Lett., 2012, 14, 6130–6133
2

3 1

4 5
2 R3

6  
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OH
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*
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O

MeO
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O

Au

MeO
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HO
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飯飯尾尾英英夫夫	 	 IIIIOO,,	 	 HHiiddeeoo  	 
 

 

研研究究概概要要	 	  

 
繊繊毛毛虫虫ブブレレフファァリリズズママのの有有性性生生殖殖  
	 	 

 
繊繊毛毛虫虫のの自自己己防防御御機機能能	 	 

(Spirostomum teres) 

predator

prey

attack

defense

informationinformation
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臼臼杵杵克克之之助助	 	 UUSSUUKKII,,	 	 YYoosshhiinnoossuukkee  	 
 

 

 
研研究究概概要要	 	  

 
1. かたち 構造解析 2. 全合成 3. はたらき 生物活性評

価  
4. かたち はたらき 構造活性相関  
5. はたらき  

 
 
菌菌糸糸のの形形態態異異常常をを誘誘起起すするる活活性性物物質質のの単単離離・・構構造造解解析析ととそそのの作作用用発発現現機機構構  

 
 

Cyclothiazomycin B1 (CTB1) Mucor
Fuzarium Mucor 
mucedo IFO 7684

CTB1

 
 

22 LIPI  
 
特特異異なな生生物物活活性性をを有有すするる天天然然有有機機化化合合物物のの合合成成にに関関すするる研研究究 (+)-

1943
1953

π-

(+)-
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構構成成員員；；	 	 森森本本善善樹樹，，舘舘	 	 祥祥光光   
  
森森本本善善樹樹	 	 MMOORRIIMMOOTTOO,,	 	 YYoosshhiikkii	 	 

	 	 

研研究究概概要要	 	 

生生合合成成様様ダダブブルルオオキキササ環環化化にによよるる  (+)-エエケケベベリリンン D4 のの全全合合成成	 	 

D4 (1) 2008 Ekebergia capensis

2 THF C2

THF

C2 2

3

5-exo

2 1

3 1

 

(+)-ヘヘロロナナピピロローールル C のの全全合合成成とと全全立立体体構構造造のの決決定定	 	 

C

 2-

2010 Capon NMR

4

5
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舘舘	 	 祥祥光光	 	 TTAACCHHII,,	 	 YYoosshhiimmiittssuu	 	 	 

 

 

研研究究概概要要   

  [[11]]   超超分分子子多多核核遷遷移移金金属属錯錯体体ネネッットトワワーーククのの創創生生とと発発光光材材料料開開発発   
1

1
2

Pd2+, Zn2+, Cu2+, Co2+ 

 
  [[22]]   多多核核金金属属錯錯体体のの構構造造制制御御とと高高効効率率酸酸化化反反応応活活性性   

2 (I)
µ-η1 η2-

2
µ-η1 η2-

  [[33]]   天天然然多多糖糖類類のの金金属属取取りり込込みみ能能のの評評価価

とと応応用用   
3

(Zn)

 

N

N N

Br
Cu

Py

Br
Py

Py

Cu
Py

Br
CuPy

Py

Cu BrBr

Cu
Cu Br

図 1.三脚型トリピリジン配位子と六

核クラスター構造	 

図 3.ガラクツロン酸(左)とグルクロン酸
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図 2.非対称型二核化ペンタピリジン配位子	 
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有機化学講座； 物性有機化学研究室 
構成員；岡田惠次, 小嵜正敏, 鈴木修一 

 

岡田惠次 OKADA, Keiji  
 

 

研究概要  

 物性有機化学研究室の目指すものは，一言で言えば，新しい機能をもった物質を開発し

たいということである。現在，進行中の課題は１）磁性や伝導性を目指した開殻系有機分

子の開発，２）新しい酸化還元系の開発、３）デンドリマー等の機能性高分子の開発、４）

光電子移動 / 電荷分離に関するものである。１）は岡田, 鈴木が連携担当し、３）は小嵜

が担当し、４）は鈴木，岡田を中心として最近開始したものである。２）の課題は１), ３), 

４）を進めるのに必須であり、全員で協力して行っている。 

以下，１）と４)の一部について，概略を記す。 

１） 開殻系有機分子の開発 

 開殻系有機化合物は、磁性、

磁性と伝導性を組み合わせたス

ピントロニック素子、さらには

ラジカル電池等の多様な観点か

らの研究が活発に行われている。

ここでは金属錯体のもつ多様な

性質と安定ラジカルの磁性を組

み合わせた新たな開殻系有機金

属錯体の物性開発を目指す。 

最近、ニトロニルニトロキシ

ド(NN)の２位のアニオンを２

価の白金イオンに配位させた 

化合物 1 を設計・合成した。興味深いことに、1 の酸化電位は通常のNNの酸化電位より

も約 0.6 V も低いことを明らかにした。最近では、金属イオンの種類によってさらに大き

く酸化電位がシフトすることが分かっている。ラジカルπ系の可逆な酸化還元特性（スピ

ン制御特性）と金属錯体の持つ特性を組み合わせて、新たな開殻系有機金属錯体の科学の

展開を目指す。 

４）光電子移動 / 電荷分離に関する研究 

光電子移動による長寿命電荷分離状態の

構築の一環として、純有機系に着目し、化合

物 2 を設計・合成した。電荷分離状態寿命

は、ほぼ１マイクロ秒であった。今回の系で

は電荷分離状態はスピン相関ラジカル対で

はなく、100%三重項のイオン対であることを明らかにした (Chem. Lett. 投稿予定)。  

 

1

 

 

図1. ラジカル白金錯体のサイクリックボルタメトリ

ー。J. Am. Chem. Soc. 2012, 134, 17866–17868. 
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構構成成員員；；岡岡田田惠惠次次,,	 	 小小嵜嵜正正敏敏，，鈴鈴木木修修一一	 	 	 	 

 

小小嵜嵜正正敏敏	 	 KKOOZZAAKKII  MMaassaattoosshhii	 	 	 	 
 
 
研研究究概概要要	 	 

	 	 

 
 
本本年年度度研研究究成成果果   
人人工工アアロロスステテリリッックク系系のの開開発発  1 (II)  Fe(bpy)3 

 1 
 1 

 

 
 

デデンンドドリリママーー精精密密集集積積体体のの構構築築

 CuAAC Divergent/Convergent 
 D2 (  7,762)

 D4 (  15,414)  
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鈴鈴木木修修一一	 	 SSUUZZUUKKII,,	 	 SShhuuiicchhii	 

 

 

研研究究概概要要	 	  

1.
 

 (Angew. Chem., Int. Ed. 2012)

 
 

2.  

 (ca 1 µs) 
 (J. Am. Chem. Soc. 2009)
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Structures of Triphenothiazinylborane and its Analogues in Neutral and Cationic States”. 

21. The 13th International Conference on Molecule-based Magnets 
(October, 7–11 2012, Florida, USA) 
H. Yokoi, X. Zhang, S. Suzuki, M. Kozaki, and K. Okada, “Synthesis and Structure of Palladium 
Complexes Coordinated by Nitronyl Nitroxides”. 

22. The 13th International Conference on Molecule-based Magnets 
(October, 7–11 2012, Florida, USA) 
X. Zhang, S. Suzuki, M. Kozaki, and K. Okada, “Synthesis and Redox Properties of Nitronyl 
Nitroxide-Pt Pincer-Type Complexes”. 

23. The 13th International Conference on Molecule-based Magnets 
(October, 7–11 2012, Florida, USA) 
S. Suzuki, A. Nagata, M. Kozaki, D. Shiomi, K. Sato, T. Takui, and K. Okada, “Syntheses and 
Magnetic Properties of Stable-radicals-substituted π-Donor Molecules”. 

24. The 13th International Conference on Molecule-based Magnets 
R. Tanimoto, S. Suzuki, M. Kozaki, D. Shiomi, K. Sato, T. Takui, and K. Okada, “Syntheses and 
Magnetic Properties of Nitronyl-Nitroxides with an Adjacent Chiral Group”. 

25.  4  
(November, 13–14, 2012, Shizuoka, Japan) 
S. Suzuki, A. Nagata, M. Kozaki, D. Shiomi, K. Sato, T. Takui, and K. Okada, “Spin-switching 
Properties of Electron Donor Molecules Substituted with Stable Neutral Radicals”. 

 
 
国内会議・研究会等 
 
招待・依頼講演 
1. 神戸薬科大学セミナー 24 4 3  

, “ ”. 
2. 第	 39	 回有機反応懇談会 24 8 3  

, “ ”. 
3. 第	 56	 回香料，テルペンおよび精油化学に関する討論会 24 10 27–29  
4. , “ ”. 
5. 先端的低炭素化技術開発 (ALCA) キックオフミーティング 24 1 28–31  

 , “LED ”. 
6. 大阪府立大学・大阪市立大学	 新技術説明会 24 10 18–19  

 , “ ”. 
7. 大阪府立大学・大阪市立大学	 「ニューテクフェア」2012 24 11 21  

 , “ ”. 
8. イノベーションフェア関西 24 12 6  

 , “ ”.	  
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9. 第	 51	 回電子スピンサイエンス学会年会	 ミニシンポジウム「エキゾチックな分子磁性の

研究最前線」 24 11 1–3  
, “ ”. 

10. 日本学術振興会	 142	 委員会	 ABC	 合同研究会 24 11 6  
, , , “ ”. 

11. 日本化学会第	 92	 春季年会若い世代の特別講演会 24 3 25–28  
, “ ”. 

12. 第	 47	 回錯体化学若手の会	 近畿地区勉強会 24 12 8  
, “ ”. 

13. 第	 6	 回有機π電子系シンポジウム 24 12 14–15  
, “ ”. 

 
 

一般講演 
1. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

,  , , , “
”. 

2. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , “3- -2- -6- ”. 

3. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , “

”. 
4. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , “ -
”. 

5. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , , “

”. 
6. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , , “ 2,6-
”. 

7. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
,  , , , “ -

E- ”. 
8. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , , “ 1- -3-
-1- ”. 

9. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , , “ α- -α-

”. 
10. 第	 56	 回日本応用動物昆虫学会大会 24 3 27–29  

, , , , , “ JHSB3
”. 

11. 第	 56	 回日本応用動物昆虫学会大会 24 3 27–29  
, , , , , “

JHSB3 ”. 
12. 有機分子構築法夏の勉強会 24 5 19–20  

, “ ”. 
13. 日本ケミカルバイオロジー学会第	 7	 回年会 24 6 7–9  

, , , , “ xCT
”. 
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14. 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー：分子標的と活性制御」第二回公開シン

ポジウム 24 6 17–18  
, , “ ”. 

15. 第	 39	 回有機反応懇談会 24 8 3  
, , , , , “

”. 
16. 第	 39	 回有機反応懇談会 24 8 3  

, , , “α-
”. 

17. 第	 39	 回有機反応懇談会 24 8 3  
, , , , “ 2,6-

”. 
18. 第	 39	 回有機反応懇談会 24 8 3  

, , ,  , , , “ JHSB3
”. 

19. 第	 59	 回トキシンシンポジウム 24 8 30–31  
, , , , , “  

”. 
20. 第	 54	 回天然有機化合物討論会 24 9 18–20  

, , , , , “
”. 

21. 第	 56	 回香料，テルペンおよび精油化学に関する討論会 24 10 27–29  
, , ,  , , , “  

JHSB3 ”. 
22. 第	 56	 回香料，テルペンおよび精油化学に関する討論会 24 10 27–29  

, , , , , “
”. 

23. 第	 42	 回複素環化学討論会 24 10 11–13  
, , , “ ”. 

24. 第	 42	 回複素環化学討論会 24 10 11–13  
, , , “ ”. 

25. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , , , “

”. 
26. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

 , , , “(+)- ”. 
27. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , , , , 
, “

”. 
28. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , , “
”. 

29. 第	 54	 回天然有機化合物討論会 24 9 18–20  
, , , , , “ B ”. 

30. 第	 64	 回日本生物工学会大会 24 10 23–26  
 , , ,  , , , “γ-

”. 
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31. 第	 32	 回有機合成若手セミナー「明日の有機合成を担う人のために」 24 11
22  

, , , , , “ B ”. 
32. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

,  ,  ,  , , “
C ”. 

33. 第	 39	 回有機反応懇談会 24 8 3  
,  ,  , , “(+)-Lapidilectine B ”. 

34. 第	 39	 回有機反応懇談会 24 8 3  
 , , ,  ,  , , “Nitropyrrolin

”. 
35. 第	 39	 回有機反応懇談会 24 8 3  

, ,  , , “ ”. 
36. 第	 54	 回天然有機化合物討論会 24 9 18–20  

 , , ,  ,  , ,  , , “(–)-

” 
37. 第	 32	 回有機合成若手セミナー 24 11 22  

 , , ,  , , “
”. 

38. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, ,  , “

”. 
39. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, ,  , “2-pyrrolidinyl
”. 

40. 錯体化学若手の会夏の学校 2012	 in	 神戸 24 8 4–6  
, ,  , “

”. 
41. 錯体化学会第	 62	 回討論会 24 9 21–23  

 , , , , “
”. 

42. 錯体化学会第	 62	 回討論会 24 9 21–23  
, ,  , “

”. 
43. 錯体化学会第	 62	 回討論会 24 9 21–23  

, ,  , “2-
”. 

44. 新学術領域研究「高次π空間の創発と機能開発」第	 7	 回公開シンポジウム 24
3 14–15  

, , , , , , , “
( ) ”. 

45. 日本化学会第 92 春季年会 24 3 25–28  
 , , , , , , “

”. 
46. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , , , , “ (
) : ”. 

47. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , “ (II) Zn-

- ”. 
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48. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , ,  , , “

”. 
49. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , , , , , 
, “ , 

”. 
50. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , , , “ , 
”. 

51. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , , , , , 

, “ 1,3,5- -
– ”. 

52. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
 , , , , , “

C2 ”. 
53. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  

, , , , , , , “
”. 

54. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , , , , , 

, “
”. 

55. 日本化学会第	 92	 春季年会 24 3 25–28  
, , , , , , , , 

, “ -BODIPY 
”. 

56. 新学術領域研究「高次π空間の創発と機能開発」第	 8	 回公開シンポジウム 24
7 19–20  

,  , , , “
”. 

57. 平成	 24	 年光化学討論会 24  9 12–14  
, , , , , , , , 

, “
-Pt- ”. 

58. 平成	 24	 年光化学討論会 24  9 12–14  
, , ,  , FAZALURAHMAN Kuttassery, , 

, “ - -
”. 

59. 平成	 24	 年光化学討論会 24  9 12–14  
 , , , , “Ru N-

”. 
60. 平成	 24	 年光化学討論会 24  9 12–14  

, , , , , , , , 
, “

”. 
61. 平成	 24	 年光化学討論会 24  9 12–14  

, , , , , , ,  , 
, “ ”. 
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62. 第	 23	 回基礎有機化学討論会 24 9 19–21  
, , , , , , , , 

, “ ”. 
63. 第	 23	 回基礎有機化学討論会 24 9 19–21  

, , , , “ Zn-
- ”. 

64. 第	 23	 回基礎有機化学討論会 24 9 19–21  
,  , , , , “

”. 
65. 第	 23	 回基礎有機化学討論会 24 9 19–21  

, , , , , , ,  , 
, “ ”. 

66. 第	 23	 回基礎有機化学討論会 24 9 19–21  
, , , , , , , , 

, , , , “
”. 

67. 第	 23	 回基礎有機化学討論会 24 9 19–21  
, , , , , “Hüisgen 

”. 
68. 第	 23	 回基礎有機化学討論会 24 9 19–21  

, , , , , , , , 
“ -BODIPY ”. 

69. 錯体化学会第	 62	 回討論会 24 9 21–23  
, Xun Zhang, , , , “

”. 
70. 錯体化学会第	 62	 回討論会 24 9 21–23  

,  , , , , , , “
- ”. 

71. 第	 2	 回	 CSJ	 化学フェスタ	 2012 24 10 14–17  
, , , , , “ (PtPor)

-PtPor-
”. 

72. 第	 6	 回有機π電子系シンポジウム 24 12 14–15  
, , , , “

- ”. 
73. 第	 6	 回有機π電子系シンポジウム 24 12 14–15  

, , , , “ (N- )
”. 

74. 第	 6	 回有機π電子系シンポジウム 24 12 14–15  
, , , , “  11 

”. 
75. 第	 6	 回有機π電子系シンポジウム 24 12 14–15  

, , , , , , , , 
, “ ”. 

76. 第	 6	 回有機π電子系シンポジウム 24 12 14–15  
, , , , , “
”. 

77. 第	 6	 回有機π電子系シンポジウム 24 12 14–15  
, , , , , , , “

”. 
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78. 第	 6	 回有機π電子系シンポジウム 24 12 14–15  
, , , , , “

”. 
 
 

外部資金 
 
1. 文部科学省	 新学術領域研究・天然物ケミカルバイオロジー:	 分子標的と活性制御・計

画研究班	 

 
	 

2. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(Ｂ)	 

  
 

3. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(Ｓ)	 

  
 

4. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(Ｃ)	 

:   
 

5. 文部科学省	 新学術領域研究・天然物ケミカルバイオロジー:	 分子標的と活性制御・計

画研究班	 

 
 

6. 公益財団法人	 山田科学財団	 研究援助寄付金	 

, -  
 

7. 文部科学省	 新学術領域研究・天然物ケミカルバイオロジー:	 分子標的と活性制御・総

括班	 

:  
 

8. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(Ｂ)	 	 

 
 

9. 大阪市立大学	 重点研究	 

 
 

10. 日本科学技術振興機構(ＪＳＴ)	 先端的低炭素化技術開発	 (ＡＬＣＡ)	 

LED  
  

11. 大阪市	 大阪市環境•エネルギー関連技術の実用性検証支援事業補助金	 

LED  
  

12. 大阪市立大学	 戦略的研究	 重点研究	 

 
  

13. 日本科学技術振興機構(ＪＳＴ)	 知財活用促進ハイウェイ「大学特許価値向上支援」	 
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14. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(Ｂ)	 

 
 

15. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(Ｂ)	 

 
 

16. 文部科学省	 科学研究費補助金・新学術領域・公募研究	 

 
 

17. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(Ｃ)	 

 
 

18. 公益財団法人住友財団	 公益財団法人住友財団・基礎科学研究助成	 

 
 

19. 公益財団法人旭硝子財団	 公益財団法人旭硝子財団・研究奨励金	 

 
 

20. 公益財団法人徳山科学技術振興財団	 公益財団法人徳山科学技術振興財団・研究助成	 

 
 

21. 大阪市立大学	 戦略的研究	 若手研究	 

 
 

22. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(Ｂ)	 

 
 

 
 
その他の特記事項 
 

 

 

 

 

Amino Acids  

Journal of Amino Acids  

  

 

 1  

 

 

 

 Chemistry Letters  

 

 9  
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 23  
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 9  

 

 

2011  

 

 

 

 

 

  B

 

 

 9  

 93  

 

 

  (OCARINA)  ( ) 

 23 RSC Award ( 3 ) 

 32  
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 (DC2) 



 107 

担当講義 
	 

大船泰史	  
（全学共通科目） I 
（専門教育科目）  
（大学院講義） 

 
 
品田哲郎	  

（全学共通科目） 
 

（専門教育科目）  
（大学院講義） 

 
 
坂口和彦	  

（全学共通科目）  
（専門教育科目）  
（大学院講義） 

 
 
飯尾英夫	  

（全学共通科目） , , ,  
,  

（専門教育科目） , 2, , ,  
（大学院講義） , , ,  

,  
 
臼杵克之助	  

（全学共通科目） , ,  
（専門教育科目） , , , ,  
（大学院講義） , , ,  

,  
 
森本善樹	  

（専門教育科目） 2, , ,  
（大学院講義） 

 
 
舘	 祥光	  

（全学共通科目） ,  
（専門教育科目） , , , S, 

 
（大学院講義） , , , 

, ,  
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岡田惠次	  
（全学共通科目）  
（専門教育科目） , , ,  
（大学院講義） , , ,  

,  
 
小嵜正敏	  

（全学共通科目） ,  
（専門教育科目） , , ,  
（大学院講義） , , 3,  

, ,  
 

 
鈴木修一	  

（全学共通科目） ,  
（専門教育科目） , , , S,  
（大学院講義） , , ,  

,  
 
 



  109 

	 	 

	 	 

	 	 

	 	 

	 	 

	 	 

無無機機化化学学講講座座	 	 

	 	 

	 	 
	 	 分分子子設設計計学学研研究究室室	 	 教授 木下 勇 
	 

   准教授 西岡 孝訓 
 
   准教授 廣津 昌和 
 
	 

	 	 機機能能化化学学研研究究室室	 	 教授 築部 浩 
	 

	 	 	 教授 篠田 哲史	 
	 

   准教授 土江 秀和 
 
	 	 	 准教授	 三宅	 弘之	 

	 

 
	 	 錯錯体体化化学学研研究究室室	 	 教授 中沢 浩 
	 

   講師 板崎 真澄 
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無無機機化化学学講講座座；；	 	 分分子子設設計計学学研研究究室室	 	 

構構成成員員；；	 	 木木下下勇勇,,西西岡岡孝孝訓訓,,廣廣津津昌昌和和	 	 

  

木木下下勇勇	 	 KKIINNOOSSHHIITTAA,,	 	 IIssaammuu  	 
 

 

 

研研究究方方針針	 	  
	 	 分子設計学研究室は、金属化合物の新奇性を追い求めることをモットーにしている。

金属化合物の分野はその対象が広く、いまだ年に何回か予想だにしなかった現象や化

合物が生じる。論理的に新規性の高い化合物群を設計、合成していく一方で、予期せ

ぬ新奇なものこそ科学を進歩させていくという信念のもと、何者をも見逃さないとい

う姿勢で、研究を展開しています。 
１１））M-C結結合合をを持持つつトトリリポポッッドド錯錯体体のの合合成成  
ピリジルチオ基を有するトリポッド

型4座配位子錯体は様々な第一遷移金
属に配位して、予期せぬ振る舞いをす

る。そのひとつは有機銅（II）錯体の
形成である。教科書でもCu(II)-C結合を
持つ化合物はほとんど存在しないとさ

れており、N混乱ポルフィリンの特殊
な場合に存在するだけであった。図に

示すようにtptm（トリスピリジルチオ
メタニド）を配位させると、唯一の

Cu(II)-C(sp3)結合を持つ錯体が得られる。この特別な化合物は水やトルエンに可溶な
錯体を形成し、新たなフェーズを持つ水の相を演出する。また、小さな光合成とも言

える光誘起プロトン協奏電子移動反応による、キノン／ヒドロキノン変換を引き起こ

す。さらに新規性の高い三角両錘構造を持つ有機銅(III)を安定化し、三価の銅にたい
して新しい知見を与えるに至っている。Photosyn. Res., 2008, 95, 363-378, Angew. Chem. 
Int. ed., 2006, 45, 7611-7614. 
２２））金金属属錯錯体体のの新新ししいい地地平平	 	 

	 カリックス型大環状化合物チアカリックス[3]ピリジンは対称性の高い大環状ポリ
ピリジン配位子として唯一のものであり、Cu(I)のもつ性質を十分に反映できる配位化
合物である。この錯体は様々なπ系錯体を可逆的に形成する。化合物との親和性を図

る過程で、カロテノイドと反応し1000nmに大きな吸収を有するはいい化合物を安定に
作ることを見出した。この様相は、現在着目されているカロテノイドカチオンラジカ

ルに極めて類似している。これを今後より詳細に検討することで、光合成の光ダメー

ジ制御に果たす役割を解明したい。

[{CuIII(tptm)}2(µ−OH)]2+

Quinone

Hydroquinone

[CuIII(tptm)(O)(H2O)]

O2
C

N

S S
S

N
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O
H
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無無機機化化学学講講座座；；	 	 分分子子設設計計学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 木木下下勇勇,,西西岡岡孝孝訓訓,,廣廣津津昌昌和和	 	 

  

西西岡岡孝孝訓訓	 	 NNIISSHHIIOOKKAA,,	 	 TTaakkaannoorrii  	 
 

 

研研究究概概要要	 	  
	 	 遷移金属錯体は、触媒や医薬品として利用されている。たとえば不斉触媒Ru-BINAP

錯体や抗がん剤シスプラチンなどはその代表例である。糖は、高い水溶性をもつ光学

活性物質で、生命活動において重要な役割を担っている。このような糖を、触媒能に

優れた金属イオンと強い結合をつくるＮ−ヘテロ環カルベン(NHC)配位子に導入する
ことで、新たな機能性錯体を合成することを目指している。また、NHC配位子を有す

る金属フラグメントを用いて、多核錯体を構築し、金属イオン同士の相互作用による

新たな性質を持つ物質の創生を目的とした研究も行っている。	 

１１））糖糖修修飾飾N-ヘヘテテロロ環環カカルルベベンン錯錯体体  
	 NHC配位子に様々な糖を導入する方法を確立するために、クリックケミストリーを
適用した。この方法で糖修飾トリアゾール部位をもつピンサーNHC配位子前駆体を合
成し、これを用いたパラジウム錯体が、水中での鈴木-宮浦カップリングの触媒とし

て働き、ターンオーバー数が、最大２６万となることを示した。	 

	 
２２））N-ヘヘテテロロ環環カカルルベベンン配配位位子子をを組組みみ込込んんだだ含含硫硫黄黄多多核核錯錯体体  
	 硫黄含有多核錯体は、多様な多電子酸化還元能を示し、多電子酸化還元触媒として

有用である。三核錯体の酸化還元は、金属–金属結合や金属–硫黄結合の生成、切断を

伴うため、酸化還元電位の調節により、錯体の反応性を制御出来ると考えられる。多

様な置換基を比較的容易に導入することができる NHC 配位子をもつ錯体ユニットを

多核錯体に組み込み、二座キレート型 NHC 配位子の架橋部位の違いにより酸化還元

電位の調節ができることを示した。 
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無無機機化化学学講講座座；；	 	 分分子子設設計計学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 木木下下勇勇,,西西岡岡孝孝訓訓,,廣廣津津昌昌和和	 	 

  

廣廣津津昌昌和和	 	 HHIIRROOTTSSUU,,	 	 MMaassaakkaazzuu  	 
 

 

研研究究概概要要	 	  
	 	 金属錯体は触媒機能、磁性、光学的性質などを自在に制御することができ、次世代

の機能性材料となる物質群の一つである。分子内に２つ以上の金属イオンを含む多核

金属錯体は、金属間相互作用や反応基質との多点相互作用による特徴的な機能を発現

する場合がある。特に、金属酵素などでは、多段階電子移動反応と連動して機能する

多核金属錯体が重要な役割を担っている。それらのモデルとなる化合物を精密に分子

設計・合成し、その機能を解明する研究を行なっている。現在の研究課題とその概略

を以下に示す。	 

１１））チチオオララトトメメタタララササイイククルル錯錯体体	 	 

	 ピリジル基やシッフ塩基を導入したジベンゾチオフェン誘導体とペンタカルボニ

ル鉄の光反応により、メタラサイクル構造

をもつチオラト架橋二核鉄錯体の合成に

成功している(図１)。これらはプロトン還

元反応の電極触媒として作用し、[FeFe]-

ヒドロゲナーゼの機能モデルとなること

を見出した。	 

２２））キキササンンテテンン架架橋橋ママンンガガンン四四核核錯錯体体	 	 

	 キサンテン骨格により架橋されたシッ

フ塩基二量体配位子を用いることにより、

不完全ダブルキュバン構造をもつマンガ

ン四核錯体を合成した（図２）。この錯体

はジクロロメタン中で四電子の段階的な

酸化還元を示す。さらに、光合成酸素発生

中心に見られるオキソ架橋構造を導入し、

モデル化合物としての研究を進めている。	 

３３））金金属属錯錯体体をを用用いいたた窒窒素素分分子子活活性性化化  
	 	 自然界における窒素固定はニトロゲナーゼと

呼ばれる金属酵素により行われている。窒素分子

からアンモニアへの変換反応は、硫黄で架橋され

た金属多核錯体上で行われるが、その機構は明ら

かにされていない。そこで、活性化された二窒素

配位子をもつ硫黄架橋多核錯体を合成し、その性

質や反応性を調べている(図３)。 

図１．チオラト鉄メタラサイクル錯体。 

図２．キサンテン架橋シッフ塩基配位子を
もつマンガン四核錯体。 
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無無機機化化学学講講座座；；	 	 機機能能化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 築築部部	 	 浩浩,,	 	 篠篠田田哲哲史史，，三三宅宅弘弘之之,,土土江江秀秀和和	 	 

  

篠篠田田哲哲史史	 	 SSHHIINNOODDAA,,	 	 SSaattoosshhii	 
 

研研究究概概要要	 	 

	 2012年は、金属錯体の置換活性を活用した動的レセプター機能分子や錯体キラリテ
ィー変換機能分子の開発、および希土類イオンの発光特性や配位特性を利用した分

離・分析系の開発を推進した。特に、らせん型カルシウム錯体によるキラリティー情

報の変換・転写や、発光性希土類錯体の自己集積化を実現した。 
 

(i)	 アームドサイクレン―金属錯体の動的機能化	 

	 らせん構造を有する置換活性型金属錯体の基質認識特性、不斉誘起挙動をバルク溶

液中で明らかにし、キラル外部アニオンの配位やイオン対形成を用いた錯体キラリテ

ィーへの転写や円二色性（CD）の増幅挙動や反転挙動を確認した。この動的特性を
活用して、不斉情報の書き換え可能なメモリー機能素子や、光学純度の高感度測定を

可能とする CDプローブの開発を行った。 

 
らせん型カルシウム錯体を用いた不斉転写 

 

(ii)	 発光性希土類錯体の自己集積化	 

	 発光特性やアニオン認識特性をもつ自己集積型希土類錯体を開発し、バルク溶液中

で、これまでに開発した金属錯体とは異なる会合特性をもつことを、光散乱法に加え

て原子間力顕微鏡や電子顕微鏡を用いて明らかにした。水溶液中や界面での分子認識

機能や長寿命発光センシングなどの超分子認識機能に関する研究を推進した。 
 

 
発光性サイクレン―希土類錯体の集積化 
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分分子子無無機機化化学学講講座座；；	 	 機機能能化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 築築部部	 	 浩浩，，篠篠田田哲哲史史，，三三宅宅弘弘之之，，土土江江秀秀和和	 	 

  

土土江江秀秀和和	 	 DDOOEE,,	 	 HHiiddeekkaazzuu	 
 

研研究究概概要要  
両両親親媒媒性性物物質質のの混混合合凝凝集集体体のの性性質質  
界面活性剤やリン脂質は、水に馴染み易い親水部分と有機溶媒に馴染み易い疎水部

分をもつ両親媒性物質であり、水溶液中に分散させると様々な凝集体を形成しコロイ

ド溶液となる。自然界には様々な両親媒性物質がコロイド状態で存在しているが、人

間も、洗剤、食品、化粧品などの分野でコロイドの性質を盛んに利用してきた。我々

のグループでは、両親媒性物質どうし、またはある物質と両親媒性物質とが形成する

混合凝集体の性質を、界面張力測定、蛍光光度測定、ボルタンメトリー測定、電気伝

導度測定などによって研究してきた。特に、界面活性剤と生体膜の主成分で両親媒性

のリン脂質との相互作用は興味深く、詳細に研究している。また最近は、タンパク質

と界面活性剤との相互作用を研究している。タンパク質の高次構造が、界面活性剤の

添加によってどのように崩れ変性していくかは大変興味深く、この研究はタンパク質

の性質や機能を解明する上で重要

である。 
一方、環境汚染物質（例えば代

表的環境ホルモン Bisphenol A、右
図）と両親媒性物質との間の相互

作用の研究も行っている。それは

汚染物質の環境水中や生体内での

動態を探る上で重要であり、汚染

物質の濃縮という分析化学的観点

からも興味深い。 
	 	 

液液--液液界界面面イイオオンン移移動動のの電電気気化化学学	 	 

界面は、３次元の均一相内に比べ、複雑かつ特殊な不均一反応場である。そのため

界面では、しばしば興味深い現象が起こる。例えば自然界では、膜およびその界面で

様々な重要な機能が達成されている。一方、我々人間も界面を利用して反応を制御し

たり、また混合物の分離や不溶物の分散化などに利用したりしている。そのため界面

での諸現象は、古くから自然科学、工学などの分野で広範かつ詳細に研究されてきた

が、その重要性は近年ますます高まりつつある。 
我々のグループでは、選択的分離に主眼を置いて、水-有機溶媒界面での物質移動

（イオン移動）のメカニズムを電気化学的に研究してきた。例えば、有機溶媒に移動

し難いアルカリ金属イオンやアルカリ土類金属イオンの、クラウンエーテル類による

選択的移動の研究などである。また生体膜の選択的物質輸送にも目を向けている。	 

Micelle

 

Bisphenol A 

Adsorption 
Solubilization 

Surface 
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分分子子無無機機化化学学講講座座；；	 	 機機能能化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 築築部部	 	 浩浩,,	 	 篠篠田田哲哲史史，，三三宅宅弘弘之之，，土土江江秀秀和和	 	 

	 	 

三三宅宅弘弘之之	 	 MMIIYYAAKKEE,,	 	 HHiirrooyyuukkii	 	 	 
 

 

研研究究概概要要    

必要なときに必要な運動をして

機能を発現する“スマートに動く分子”の

開発を目指し、『らせん』や『キラリティー』，

『ダイナミクス』，『分子認識』、『時間』のキ

ーワードと、遷移金属錯体や希土類錯体

の『配位立体化学』や『電気化学』／『配

位子交換』特性を組み合わせた新しい超

分子化学にチャレンジしている（右図）。 
 

20１2 年は，平面四角形型 Pd(II)
錯体のマイクロ波刺激によるヘリシティー

反転（下図）を英国化学会発行の Chem. 
Commum. 誌に発表するとともに、錯体

化学を活用した動的ヘリケートについて Chem. Soc. Rev. 誌に総説を発表した。これまでに

報告されてきたキラルスイッチング機能をもつ金属錯体を例に、配位子交換速度がキラル錯

体の分子運動速度を決定する大きな要因であることを示した。 

 
 

アニオンや溶媒に加えて、マイクロ波など多彩な外部刺激、およびそれらの組み合

わせに応答して動くキラル分子が開発できるようになってきた。新らしいキラリティープローブ

の開発や、キラリティーの集積化、光駆動型キラル金属錯体の開発も推進している。 
 

NH

N

N

NH

O

O

Pd
Cl

Cl

(S)

(S)

(S)

(S)

NN

N

O

Pd
Cl

N
O

(R)

(R)
N N

N

O

Pd

Cl

N
O

A: Microwave, B: + Et3N, C: Heating
NS,NS-complex (a) NS,NS-complex (b) NR,NR-complex (b)

Helicity
Inversion

HH

A

B C



 117 

無無機機化化学学講講座座；；	 	 錯錯体体化化学学研研究究室室	 

構構成成員員；；	 	 中中沢沢	 	 浩浩，，板板崎崎真真澄澄	 	 	 	 

  

中中沢沢	 	 浩浩	 	 NNAAKKAAZZAAWWAA,,	 	 HHiirroosshhii	 
 

研研究究概概要要	 	  
既存の遷移金属錯体に秘められた素晴らしい触媒機能の探索、ならびに新しい触媒

能を有する遷移金属錯体の設計、合成、触媒能の検討を行っている。特に安価で入手

が容易で、毒性が極めて低い鉄の錯体に注目して研究を行っている。 
 
アアルルキキンンののダダブブルルヒヒドドロロリリンン化化反反応応	  

C-C 不飽和結合へのヒドロリ
ン化反応は P-C 結合生成反応と
して、また有機リン化合物の合成

法として有用である。この反応に

は遷移金属錯体触媒が必要である

が、P-H 結合を有する 2 級ホスフ
ィンを用いると、出発ならびに生

成リン化合物が遷移金属に配位し

て触媒毒となるため、ヒドロリン

化反応に適した触媒系はほとんど報告されていなかった。我々は CpFe(CO)2Me 錯体
を触媒として用いることにより、Ph2PH のアルキンへのヒドロリン化反応が達成でき
ること、さらにアルキンに対して 2 回の P-H 結合付加が位置選択的に起こるダブル
ヒドロリン化反応を世界で初めて実現することに成功した。 (J. Am. Chem. Soc., 2012, 
134, 11932-11935) 

 
タターーピピリリジジンン鉄鉄錯錯体体触触媒媒にによよるるオオレレフフィィンンののヒヒドドロロシシリリルル化化反反応応  
オレフィンのヒドロシリル化反応は 

Si-C 結合生成反応として学術的にも
また産業界でも重要な反応である。現

在は白金錯体を触媒として用いている

が、白金が高価であり、産出地が限ら

れているため安定的供給に問題が多い。

白金代替ヒドロシリル化触媒として鉄

錯体の検討を行い、ターピリジン誘導

体を配位子とする鉄錯体が高い触媒能を示すことを見出した。特に 6,6" 位あるいは
6,5" 位に異なる置換基をもつターピリジン（非対称ターピリジン）鉄錯体が触媒回転
数 1500 回以上を示すことを見出した。この触媒は鉄錯体としては現在世界最高の触
媒活性能を示す。(Organometallics, 2012, 31, 3825-3828) 
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無無機機化化学学講講座座；；	 	 錯錯体体化化学学研研究究室室	 	 
構構成成員員；；	 	 中中沢沢	 	 浩浩,,	 	 板板崎崎	 	 真真澄澄	 	 

  

板板崎崎	 	 真真澄澄	 	 IITTAAZZAAKKII,,	 	 MMaassuummii	 
 

研研究究概概要要	 	  
遷移金属錯体による分子変換反応の開発を目指して研究を行っている。特に、有機

金属錯体の特長を活用した有機合成反応を見出し、その触媒機構の全貌を明らかにす

ることに重点を置いている。 

フフェェニニルルアアセセチチレレンン類類へへののダダブブルルヒヒドドロロホホススフフィィンン化化反反応応：： 
ホスフィン化合物は、医薬品中間体や遷移金属触媒の配位子として広く利用が展開

されている。遷移金属触媒を用いてアルキンなどの炭素－炭素不飽和結合に H–P 結
合を付加させることにより、対応する化合物を合成する方法も考えられる。しかし、

リンは孤立電子対をもつため、触媒毒として作用することが知られており、従来まで

の遷移金属錯体を触媒として用いた場合、この付加反応は進行しない。今回、我々は

鉄メチル錯体Cp(CO)2FeMeを触媒とすることでフェニルアセチレン類へ位置選択的
にダブルヒドロホスフィン化反応が進行することを明らかにした (eq. 1)。 

 
J. Am. Chem. Soc., 2012, 134, 11932-11935. 
 
1,1’-ジジシシリリルルメメタタロロセセンン部部位位をを有有すするるモモリリブブデデンン錯錯体体のの合合成成とと電電気気化化学学的的特特

性性：： 
一般的に 6 族遷移金属とケイ素間に結合をもつ錯体の合成は、アニオン種に対し
て、ハロゲノシランを反応させることで生成することができると報告されている。し

かし、再現性などに大きな問題があった。今回、安定なモリブデンメチル錯体とジシ

リルフェロセンの光反応から目的とするモリブデンシリル錯体が容易に合成できる

ことを見出した。さらに、それらの錯体の CV 測定を行った結果、Cp*(CO)3MoSiMe2- 
部位は中心のフェロセンに対して、電子供与基として作用することも明らかにした。

この結果は、英国王立化学会発行の Eur. J. Inorg. Chem. 誌の表紙に採用された。	 
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Zn(II)錯体：単核／六核錯体の変換スイッチング” 

20. 第 9 回ホスト・ゲスト化学シンポジウム（平成 24年 5月 26-27日） 
三宅弘之，室田沙織，築部	 浩, “キラル TPEN-Eu(III)錯体を用いたアミノ酸基質の不斉認識” 

21. 第 59 回有機金属化学討論会（平成 24年 9月 13-15日） 
廣津昌和, 小林恭平, 山東磨司, 木下勇, “チオラート含有メタラサイクルをもつ二核鉄錯体の
合成と電気化学的性質” 

22. 第 59 回有機金属化学討論会（平成 24年 9月 13-15日） 
神谷昌宏 , 板崎真澄 , 中沢	 浩 , “Hydrogen Production from Alcohols Promoted by an Iron 
Complex” 

23.	 第 59 回有機金属化学討論会（平成 24年 9月 13-15日） 
亀尾	 肇, 石井	 翔, 中沢	 浩, “Exclusive Si–C Bond Cleavage Induced by a Rhodium Hydride: 
Comparison of Si–C(sp2) and Si–C(sp3) Activation” 

24.	 第 6 回分子科学討論会（平成 24年 9月 18-21日） 
片山晃一, 廣津昌和, 木下	 勇, 手木芳男, “π共役安定有機ラジカルを配位子とするコバルト
錯体の合成と磁気的性質” 

25.	 第 23 回基礎有機化学討論会（平成 24年 9月 19-21日） 
中小路崇, 佐藤博文, 三宅弘之, 川崎英也, 小野大助, 荒川隆一, 築部	 浩, 靜間基博, “光学活
性四座配位子を有する銅錯体へのアミノ酸のエナンチオ選択的錯形成挙動” 

26.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
小林恭平, 廣津昌和, 木下	 勇, “π共役鎖をもつチオラート架橋二核鉄錯体の合成と性質” 

27.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
前田友梨, 橋本秀樹, 木下	 勇, 西岡孝訓, “キレート型 N-ヘテロ環カルベン白金錯体ユニット
を導入した三重架橋硫黄配位子をもつ新規多核錯体の合成と電気化学的性質” 

28.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
山東磨司, 廣津昌和, 木下	 勇, “ジベンゾチオフェン誘導体を用いた二つのチオラートをもつ
シッフ塩基鉄錯体の合成” 
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29.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
川本圭祐, 長谷川智之, 廣津昌和, 西岡孝訓, 柴原隆志, 木下	 勇, “カルコゲン架橋修飾多核
モリブデン錯体の合成” 

30.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
増田	 裕, 中藤彩美, 竹口勝也, 廣津昌和, 西岡孝訓, 木下	 勇, “トリポッド型配位子 1-(ピリ
ジン-2-イル)-2,2-ビス(ピリジン-2-イルチオ)エタニドをもつ第一遷移金属錯体の合成とその性
質” 

31.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
吉野誠人, 橋本秀樹, 木下	 勇, 西岡孝訓, “光感応基をもつ糖修飾 N-へテロ環カルベン金属錯
体の合成と性質” 

32.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
竹本祐唯, 川上恵典, 神谷信夫, 木下	 勇, “トリポッド型配位子 1-(ピリジン-2-イ好熱性シア
ノバクテリア由来 PSI と Co–C トリポッド錯体のハイブリッドによる水素発生” 

33.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日）ミニシンポジウム 
Masakazu Hirotsu, “Redox Behavior of Polynuclear Manganese Complexes with Xanthene-Bridged 
Schiff Base Ligands” 

34.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
三宅弘之, 室田沙織, 築部	 浩, “TPEN-Eu(III)錯体を活用したアミノ酸誘導体の不斉認識:キラ
リティーの導入によるバイアス効果の検討” 

35.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
石井	 翔, 亀尾	 肇, 中沢	 浩, “EP3 型配位子 (E = Si, Ge, Sn) を有する 9族遷移金属錯体の
合成と Eの電子供与能およびトランス影響の評価” 

36.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
神谷昌宏, 板崎真澄, 中沢	 浩, “新規ヒドリド/ヒドロシリル二官能性鉄触媒の合成およびア
ルコールとの反応性” 

37.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
亀尾	 肇, 中沢	 浩, “Property and Reactivity of Rhodium and Iridium Complexes Bearing a 
Sigma-acceptor (Z-type) Borane Ligand” 

38.	 錯体化学会第 62 回討論会（平成 24年 9月 21-23日） 
伊藤昌輝, 板崎真澄, 山本健弥, 中沢	 浩, “1,1'-フェロセンジカルコゲナト基を配位子とする
遷移金属多核錯体の合成と性質” 

39.	 第 51 回電子スピンサイエンス学会年会（平成 24年 11月 1-3日） 
片山晃一, 廣津昌和, 木下勇, 手木芳男, “光励起高スピン状態をとるπ共役安定有機ラジカル
を配位子とする錯体の合成と磁気的性質” 

40.	 日本油学会フレッシュマンサミット	 OSAKA2012（平成 24年 11月 11日） 
中小路崇, 佐藤博文, 小野大助, 三宅弘之, 築部	 浩, 稲本正, 川崎英也, 荒川隆一, 靜間基博, 
“光学活性銅錯体のアミノ酸に対する光学異性体識別：マススペクトル法によるアプローチ” 

41.	 第 39 回有機典型元素化学討論会（平成 24年 12月 6-8日） 
早坂和将, 福本晃造, 中沢	 浩, “鉄錯体を用いたチオ尿素の脱水素脱硫反応によるカルボジイ
ミド形成” 
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外部資金 
 
1.	 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(C)	 

人工光合成を目指す第一遷移金属シフト 
研究代表者	 木下	 勇 

2. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(C)	 

糖のアノマー異性を用いた金属錯体の普遍的光学活性制御 
研究代表者	 西岡孝訓 

3. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(B)	 

光励起高スピンπラジカルのダイナミックスを利用したスピントロニクスへの展開（研究代

表者：手木芳男） 
研究分担者	 廣津昌和 

4. 科学技術振興機構	 戦略的創造研究推進事業（CREST タイプ）	 

ナノとマクロをつなぐ動的界面ナノテクノロジー 
研究分担者	 築部	 浩, 篠田哲史, 伊藤	 宏 

5. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(B)	 

希土類錯体の近赤外発光を利用したイメージング材料の開発 
研究代表者	 篠田哲史 

6. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・基盤研究(B)	 

キラル錯体化学を基盤とした時空間制御型分子スイッチングシステムの構築と機能化 
研究代表者	 三宅弘之 

7. 文部科学省	 新学術領域研究	 分子ナノシステムの創発化学	 

錯体キラリティーを基盤とした動的らせん型分子の構築と機能創発 
研究代表者	 三宅弘之 

8. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究	 

キラル金属錯体の動的分子運動を活用したマルチクロミック素子の開発 
研究代表者	 三宅弘之 

9. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・若手研究(B)	 

動的 8配位型サイクレン―金属錯体を基盤とした環状ホスト分子の高次機能化 
研究代表者	 伊藤	 宏 

10. 財団法人日本科学協会	 笹川科学研究助成	 

サイクレン—金属錯体を基盤としたナノカプセル分子の開発 
研究代表者	 伊藤	 宏 

11. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・挑戦的萌芽研究	 

鉄錯体を触媒とする不飽和炭化水素へのヒドロリン化反応の開発 
研究代表者	 中沢	 浩 

12. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・若手研究(B)	 

鉄触媒を用いた脱水素カップリングによる 14族元素－ホウ素結合生成反応の創製 
研究代表者	 板崎真澄 

13. 日揮・実吉奨学会	 日揮・実吉奨学会研究助成金	 

普遍金属である鉄を触媒とする新規な典型元素同士のクロスカップリング反応の創製 
研究代表者	 板崎真澄 

14. 日本学術振興会	 科学研究費補助金・若手研究(B)	 

新規ピンサー型金属錯体の合成とアンモニアを用いた触媒反応への応用 
研究代表者	 亀尾	 肇 
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その他の特記事項 
木下	 勇	 錯体化学会第 62回討論会	 ミニシンポジウム主催 

木下	 勇	 有機金属化学国際会議 ICOMC2014	 組織委員 

西岡孝訓	 平成 24年度大阪市立大学学友会優秀テキスト賞受賞 

西岡孝訓	 先端錯体工学研究会副会長 

西岡孝訓	 岡山理科大学	 非常勤講師 

西岡孝訓	 わくわく科学教室	 宇陀市中央公民館講座講師 

西岡孝訓	 有機金属化学国際会議 ICOMC2014	 組織委員	 

西岡孝訓	 先端錯体工学研究会賞 

廣津昌和	 平成 24年度大阪市立大学学友会優秀テキスト賞受賞	 

廣津昌和	 「2012錯体化学秋の学校」世話人	 

廣津昌和	 錯体化学会第 62回討論会	 ミニシンポジウム主催 

廣津昌和	 有機金属化学国際会議 ICOMC2014	 組織委員 

築部	 浩	 分子不斉研究機構	 理事 

築部	 浩	 国際会議 8th International Conference on f-Elements（イタリア）組織委員 

篠田哲史	 平成 24年度大阪市立大学学友会優秀テキスト賞受賞	 

篠田哲史	 開智中学校・高等学校オープンセミナー講師 

篠田哲史	 奈良女子大学大学院理学研究科	 非常勤講師 

篠田哲史	 近赤外研究会 NIR Advance Award 受賞 

三宅弘之	 平成 24年度大阪市立大学学友会優秀テキスト賞受賞	 

三宅弘之	 錯体化学会	 男女共同参画委員会委員 

三宅弘之	 大阪府立春日丘高等学校	 『藤蔭講座』講師 

三宅弘之	 モレキュラー・キラリティー 2013実行委員 

三宅弘之	 日本化学会第 93回春季年会プログラム委員, 錯体化学・有機金属化学部門 

三宅弘之	 錯体化学会第 62回討論会	 ポスター賞審査委員 

土江秀和	 大阪教育大学	 「物質科学特論」非常勤講師 

土江秀和	 大阪教育大学	 「分析化学」非常勤講師 

土江秀和	 日本分析化学会近畿支部幹事 

土江秀和	 日本ポーラログラフ学会評議員 

土江秀和	 博士論文審査委員（Guru Nanak Dev University, India）	 

土江秀和	 第 44回国際化学オリンピック米国大会日本代表の学習支援（チューター） 

中沢	 浩	 平成 24年度大阪市立大学学友会優秀テキスト賞受賞 

中沢	 浩	 錯体化学会事務局長 

中沢	 浩	 錯体化学会ライブラリー委員会委員 

中沢	 浩	 近畿化学協会ヘテロ原子部会幹事 
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中沢	 浩	 近畿化学協会有機金属部会幹事 

中沢	 浩	 ケイ素化学協会理事 

中沢	 浩	 第 9回高校化学グランドコンテスト実行委員会委員 

中沢	 浩	 International Reviewer of A*STAR in Singapore 

中沢	 浩	 The 4th Latin American Symposium on Coordination and Organometallic Chemistry 

(SILQCOM 2013): International Committee 

中沢	 浩	 Editorial Advisory Board of Organometallics 

中沢	 浩	 日本学術振興会外国人招へい研究員受入 (Prof. Eduardo Dos Santos） 

板崎真澄	 平成 24年度大阪市立大学学友会優秀テキスト賞受賞 

板崎真澄	 岡山大学	 非常勤講師 

板崎真澄	 日本化学会第 93春季年会	 プログラム編成委員 

板崎真澄	 有機金属化学国際会議 ICOMC2014	 組織委員 
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担当講義	 

木下	 勇	 専門分野：無機化学／錯体化学 
（全学共通科目）基礎化学実験 I、現代理学	 現代化学と人間	 健康スポーツ科目（空手道 I） 
（専門教育科目）化学セミナーI 先端無機化学 I、化学実験 I、特別研究 
（大学院講義）創製分子科学、前期特別研究、創製分子科学、化学の倫理と安全、後期特別

研究 
西岡孝訓	 専門分野：錯体化学／有機金属化学 

（全学共通科目）基礎化学実験Ⅰ、基礎化学実験Ⅱ 
（専門教育科目）無機化学２、無機化学演習、化学実験Ⅰ、化学実験Ⅳ、化学実験 S、特別研
究 

（大学院講義）創製分子科学演習、前期特別研究、創成無機分子科学特論Ⅱ、国際ゼミナー

ル、創製分子科学ゼミナール、後期特別研究 
廣津昌和	 専門分野：無機化学／錯体化学／有機金属化学 

（全学共通科目）基礎化学実験 I、基礎化学実験 II 
（専門教育科目）無機化学 I、無機化学演習、化学実験 I、化学実験 S、特別研究 
（大学院講義）基幹無機化学、創製分子科学演習、前期特別研究、創製分子科学ゼミナール、

後期特別研究 
築部	 浩	 専門分野：機能化学／分子認識化学／希土類錯体化学 

（全学共通科目）基礎化学実験Ⅰ 
（専門教育科目）先端無機化学、卒業研究 
（大学院講義）  機能無機分子科学特論Ⅰ、機能分子科学演習、前期特別研究、機能分子科
学ゼミナール１＆２、分子無機化学ゼミナール、後期特別研究 

篠田哲史	 専門分野：分子認識化学／錯体化学 
（全学共通科目）基礎化学実験Ⅰ、基礎化学実験Ⅱ 
（専門教育科目）化学実験 S、化学実験 I、無機化学演習、卒業研究 
（大学院講義）  機能無機分子科学特論Ⅱ、機能分子科学演習、前期特別研究、機能分子科
学ゼミナール１＆２、分子無機化学ゼミナール、後期特別研究 

土江秀和	 専門分野：分析化学／電気化学／コロイド化学 
（全学共通科目）基礎化学実験Ⅰ 
（専門教育科目）分析化学２、分析化学実験、特別研究 
（大学院講義）  創成無機分子科学特論Ｉ、創成分子科学演習、前期特別研究、分子無機化
学ゼミナール、創成分子科学ゼミナール１＆２、後期特別研究 

三宅弘之	 専門分野：錯体化学／超分子化学／生物無機化学 
（全学共通科目）基礎化学実験Ⅰ、基礎化学実験Ⅱ 
（専門教育科目）錯体化学、無機化学演習、化学実験 S、化学実験Ⅰ＆Ⅳ、卒業研究 
（大学院講義）  機能無機分子科学特論Ⅲ、機能分子科学演習、前期特別研究、機能分子科
学ゼミナール１＆２、分子無機化学ゼミナール、後期特別研究 

中沢	 浩	 専門分野：有機金属化学／錯体化学 
（全学共通科目）基礎化学実験Ⅰ 
（専門教育科目）有機金属化学、無機化学実験、無機化学演習、卒業研究 
（大学院講義）  基幹無機化学、分子無機化学演習、創成分子科学演習、前期特別研究、後
期特別研究 

板崎真澄	 専門分野：有機金属化学／有機合成化学／錯体化学 
（全学共通科目）基礎化学実験Ⅰ、基礎化学実験Ⅱ 
（専門教育科目）無機化学演習、化学実験Ⅰ＆Ⅳ、化学実験Ｓ、卒業研究 
（大学院講義）  創成無機分子科学特論Ⅲ、前期特別研究、後期特別研究 

亀尾	 肇	 専門分野：有機金属化学／錯体化学 
（全学共通科目）基礎化学実験Ⅰ、基礎無機化学、実験で知る自然環境と人間 
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